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社
会
主
義
が
思
想
の
次
元
か
ら
現
実
に
転
化
し
た
の
は
す
で
に
五
○
年
以
上
も
前
の
ロ
シ
ア
十
月
革
命
以
来
で
あ
り
、
第
二
次
大
戦
以

後
に
は
ソ
連
、
中
国
、
東
欧
、
ア
ジ
ア
お
よ
び
キ
ュ
ー
バ
の
合
計
一
四
カ
国
が
「
社
会
主
義
国
」
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
社

会
主
溌
国
家
の
出
現
、
そ
の
一
国
か
ら
一
四
カ
国
へ
の
拡
大
、
お
よ
び
そ
れ
ら
諸
国
の
一
定
の
政
治
的
経
済
的
成
果
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

資
本
主
羨
諸
国
、
と
く
に
発
達
し
た
資
本
主
義
諸
国
に
対
す
る
社
会
主
義
の
影
響
力
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
反
共
宣

伝
の
影
響
な
ど
を
一
応
除
外
す
れ
ば
、
直
接
に
は
、
一
九
六
八
年
八
月
の
チ
ェ
コ
事
件
な
ど
を
含
む
社
会
主
義
諸
国
の
側
で
の
一
連
の
政
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治
的
あ
や
ま
り
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

し
か
し
、
よ
り
基
礎
的
に
は
、
こ
の
こ
と
は
、
社
会
主
義
の
思
想
か
ら
現
実
へ
の
転
化
の
仕
方
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
、
エ

ン
ゲ
ル
ス
の
予
見
に
反
し
て
後
進
盗
本
主
義
諸
国
の
み
に
社
会
主
戦
国
家
が
出
現
し
た
こ
と
は
、
現
実
の
社
会
主
義
国
家
に
、
発
達
し
た

盗
本
主
義
諸
国
と
の
生
産
力
水
準
の
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
、
お
よ
び
こ
れ
と
あ
る
程
度
関
迎
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
の
未
発
述
と
い
う

刻
印
を
押
し
た
。
出
発
点
と
し
て
の
後
進
鐵
本
主
義
の
こ
う
し
た
逝
産
は
、
社
会
主
義
の
理
念
と
現
実
の
社
会
主
義
国
家
の
諸
政
策
お
よ

び
そ
の
結
果
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
大
き
く
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
社
会
主
義
の
現
実
的
存
在
形
態
か
ら
、
「
社
会
主
義
と
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
が
現
在
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
て
お
り
、
そ
の

中
で
両
極
端
の
あ
や
ま
っ
た
見
解
も
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
古
典
的
規
定
の
教
条
主
義
的
解
釈
に
よ
っ
て
、
現
在
の
社
会

主
義
諸
国
が
社
会
主
義
国
家
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
立
場
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
社
会
主
義
の
現
状
そ
の
も
の
を
絶
対
視
し
て
、
社

会
主
護
国
の
現
実
の
諸
政
策
か
ら
社
会
主
義
一
般
を
み
ち
び
き
だ
す
立
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
両
説
を
有
効
に
批
判
す
る
た
め
に

は
、
現
在
の
社
会
主
義
、
す
な
わ
ち
社
会
主
義
の
理
念
の
現
実
の
発
現
形
態
の
、
歴
史
的
・
過
渡
的
性
格
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
決
し
て
、
「
社
会
主
義
と
は
何
か
」
と
い
う
問
題
を
歴
史
性
一
般
に
解
消
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
現

在
の
社
会
主
義
の
当
面
す
る
問
題
点
を
ど
こ
ま
で
歴
史
的
要
因
で
説
明
で
き
る
か
を
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
小
論
は
、
東
欧
社
会

主
瀧
禰
国
を
主
た
る
対
象
と
し
て
、
そ
の
た
め
の
埜
礎
作
業
を
意
図
し
た
試
み
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
現
在
の
社
会
主
義
の
歴
史
的
、
過
渡
的
性
格
を
、
そ
れ
が
二
重
の
意
味
で
の
過
渡
期
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る

社
会
主
義
に
お
け
る
二
重
の
過
渡
期

一
一
一
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と
み
な
す
。
こ
こ
で
い
う
一
‐
二
重
の
過
渡
期
」
と
は
、
古
典
的
規
定
に
よ
る
、
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
い
わ
ば
「
本
来
の
過
渡

期
」
と
、
現
在
の
部
分
的
社
会
主
義
か
ら
全
世
界
的
社
会
主
義
へ
の
「
世
界
史
的
過
渡
期
」
と
の
か
ら
み
あ
い
を
さ
し
て
い
る
。
社
会
主

義
の
現
実
へ
の
転
化
が
世
界
の
一
部
に
と
ど
ま
り
、
資
本
主
義
と
社
会
主
義
と
の
長
期
に
わ
た
る
共
存
が
予
想
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
は
、
現

在
の
社
会
主
義
は
部
分
的
（
地
域
的
）
社
会
主
義
で
あ
る
。
全
世
界
的
な
社
会
主
義
の
勝
利
を
予
定
し
た
社
会
主
義
の
全
体
像
は
、
部
分

的
社
会
主
義
の
中
に
も
そ
の
一
定
の
表
現
を
見
出
す
が
、
部
分
的
社
会
主
義
が
社
会
主
義
の
完
全
な
全
体
像
を
代
表
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
現
在
の
社
会
主
義
諸
国
の
わ
く
内
で
社
会
主
義
の
完
全
な
達
成
、
共
産
主
義
の
建
設
を
め
ざ
す
こ
と
は
、
原
理
的
に
も
現
実
的
に
も

達
成
不
可
能
な
目
標
を
か
か
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
「
世
界
史
的
過
渡
期
」
と
い
う
視
角
か
ら
現
在
の
社
会
主
義
を
と
ら
え

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
「
本
来
の
過
渡
期
」
か
ら
は
じ
め
よ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
「
過
渡
期
」
の
典
拠
は
、
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
に
お
け
る

マ
ル
ク
ス
の
指
摘
ｌ
「
擬
本
主
義
社
会
と
蓋
主
義
社
会
と
の
あ
い
だ
に
は
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
革
命
震
化
の
時
獅
が
あ
る
・
こ

の
時
期
に
照
応
し
て
ま
た
政
治
上
の
過
渡
期
が
あ
る
。
こ
の
時
期
の
国
家
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
革
命
的
独
裁
以
外
の
な
に
も
の
で

（
１
）
 

も
あ
り
え
類
い
」
ｌ
で
あ
る
・
レ
ー
ニ
ン
峰
一
九
一
九
年
一
○
月
末
に
書
い
た
．
『
プ
．
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
蕊
の
時
期
に
お
け
る
経

済
と
政
治
』
と
い
う
論
文
で
、
明
ら
か
に
こ
の
マ
ル
ク
ス
の
指
摘
に
立
脚
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
表
現
し
た
。

「
資
本
主
義
と
共
産
主
義
の
あ
い
だ
に
一
定
の
過
渡
期
が
あ
る
こ
と
は
、
理
論
上
疑
い
を
い
れ
な
い
。
こ
の
過
渡
期
は
、
こ
の
二
つ
の

社
会
経
済
制
度
の
特
徴
ま
た
は
特
性
を
一
つ
に
結
合
し
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
過
渡
期
は
、
死
滅
し
つ
つ
あ
る
資
本
主
義

と
生
ま
れ
で
よ
う
と
す
る
共
産
主
義
と
の
闘
争
、
言
い
か
え
れ
ば
、
打
ち
や
ぷ
ら
れ
た
が
絶
滅
さ
れ
て
い
な
い
資
本
主
義
と
、
生
ま
れ
は

（Ｄ】）

し
た
が
ま
だ
ま
っ
た
く
弱
い
共
産
主
義
と
の
闘
争
の
時
期
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
」

東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件
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以
上
の
二
つ
の
文
章
に
お
け
る
「
共
産
主
義
」
と
は
、
広
義
の
共
産
主
義
の
第
一
段
階
と
し
て
の
社
会
主
義
を
さ
す
も
の
で
あ
っ
て
、

し
た
が
っ
て
こ
の
過
渡
期
は
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
を
意
味
し
、
過
渡
期
は
国
民
経
済
の
社
会
主
義
的
改
造
を
も
っ
て
終

了
す
る
、
と
い
う
見
解
が
こ
れ
ま
で
は
一
般
的
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
五
四
年
に
発
行
さ
れ
た
ソ
連
の
『
経
済
学
教
科
書
』
初
版

は
、
前
記
の
マ
ル
ク
ス
の
文
章
を
引
用
し
た
直
後
に
、
「
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
権
力
の
樹
立
に
は
じ

ま
り
、
共
産
主
義
社
会
の
第
一
の
局
面
で
あ
る
社
会
主
義
を
建
設
し
と
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
終
る
」
と
、
マ
ル
ク
ス
の
表
現
に
対
す
る
何

（
３
）
 

ら
の
注
釈
な
し
に
書
い
て
い
る
。

こ
の
、
「
共
産
主
義
へ
の
過
渡
期
」
と
「
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
」
と
の
同
一
視
は
、
共
産
主
義
的
生
産
諸
関
係
と
社
会
主
義
的
生
産

諸
関
係
と
が
基
本
的
に
同
一
の
性
格
を
持
ち
、
し
た
が
っ
て
生
産
諸
関
係
の
根
本
的
変
革
と
い
う
面
で
の
社
会
主
義
革
命
の
課
題
は
社
会

主
義
的
生
産
諸
関
係
の
全
面
的
な
確
立
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
共
産
主
義
の
第
一
段
階
で
あ
る
社
会

主
義
社
会
の
建
設
に
よ
っ
て
敵
対
的
な
階
級
関
係
の
経
済
的
基
礎
は
消
滅
し
、
こ
の
敵
対
的
な
階
級
関
係
の
存
在
を
理
由
と
し
た
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
独
裁
も
そ
の
役
割
を
終
え
、
マ
ル
ク
ス
の
指
摘
し
た
「
政
治
上
の
過
渡
期
」
も
終
了
す
る
、
と
い
う
認
識
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
、
最
近
の
中
国
に
お
い
て
独
自
の
見
解
が
対
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
要
点

は
、
「
共
産
主
義
へ
の
過
渡
期
」
を
厳
密
に
解
釈
し
、
社
会
主
義
の
高
次
の
局
面
で
あ
る
共
産
主
義
社
会
の
建
設
に
い
た
る
ま
で
を
「
本

来
の
過
渡
期
」
と
み
な
し
て
、
敵
対
的
な
階
級
関
係
の
存
在
、
し
た
が
っ
て
ま
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
必
要
性
も
、
こ
の
過
渡
期
全
体

に
わ
た
っ
て
消
滅
し
な
い
、
と
す
る
。
こ
の
見
解
に
お
い
て
は
、
敵
対
的
な
階
級
関
係
の
経
済
的
基
礎
が
消
滅
し
た
あ
と
に
も
敵
対
的
な

階
級
関
係
が
存
続
す
る
理
由
が
、
も
っ
ぱ
ら
非
経
済
的
側
面
で
説
明
さ
れ
て
い
る
点
に
説
得
力
の
弱
さ
が
あ
る
。
し
か
し
、
批
判
さ
れ
た

従
来
の
通
説
の
側
に
も
、
共
産
主
義
社
会
へ
の
過
渡
的
社
会
と
し
て
の
社
会
主
義
社
会
の
過
渡
的
性
格
の
軽
視
、
後
述
す
る
よ
う
な
、
樹

八



立
さ
れ
た
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
と
現
在
の
生
産
力
水
準
と
の
不
照
応
に
よ
る
経
済
的
諸
困
難
の
生
産
関
係
へ
の
反
作
用
の
問
題
、
い

わ
ゆ
る
「
全
人
民
的
国
家
」
の
立
前
と
内
容
と
の
矛
盾
な
ど
、
当
然
批
判
さ
る
べ
き
弱
点
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁

の
問
題
、
政
治
的
民
主
主
義
の
問
題
、
「
全
人
民
的
国
家
」
の
問
題
な
ど
に
は
立
入
ら
な
い
が
、
過
渡
期
の
規
定
の
問
題
に
関
し
て
は
、

経
済
の
側
面
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
多
く
の
問
題
点
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
一
応
、
「
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
過
渡
期
」
、
す
な
わ
ち
「
本
来
の
過
渡
期
」
を
、
「
狭
義
の
過
渡
期
」
と
「
広
義
の

過
渡
期
」
に
区
分
す
る
。
「
狭
義
の
過
渡
期
」
と
は
、
従
来
の
通
説
に
お
け
る
過
渡
期
に
相
当
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
権
力
の
樹
立
か
ら
、

国
民
経
済
の
社
会
主
義
的
改
造
の
過
程
を
へ
て
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
が
全
面
的
に
確
立
さ
れ
る
ま
で
を
さ
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
敵

対
的
な
階
級
関
係
の
経
済
的
基
礎
は
消
滅
す
る
。
「
広
義
の
過
渡
期
」
と
は
、
共
産
主
義
社
会
の
建
設
に
い
た
る
全
過
程
を
さ
し
て
い
る
。

社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
全
面
的
確
立
に
よ
っ
て
社
会
主
義
社
会
が
矛
盾
な
く
共
産
主
義
社
会
に
む
か
っ
て
前
進
で
き
る
、
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
こ
と
は
、
今
日
の
ソ
連
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
生
産
諸
関
係
の
根
本
的
変
革
以
外
に
も
、
生
産
関
係
と
生
産
力
と
の

照
応
と
い
う
課
題
を
は
じ
め
、
多
く
の
未
解
決
の
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
政
治
的
な
意
味
で
は
、
「
狭
義
の
過
渡
期
」
の
終
了
後
に
も
、

社
会
主
義
社
会
の
後
退
の
可
能
性
は
残
っ
て
い
る
こ
ま
た
、
こ
の
「
広
義
の
過
渡
期
」
と
い
う
概
念
に
は
、
は
じ
め
に
あ
げ
た
一
‐
世
界
史

的
過
渡
期
」
と
い
う
概
念
が
重
な
り
あ
っ
て
い
る
。
共
産
主
義
の
全
面
的
勝
利
と
い
う
目
標
は
、
一
個
規
模
ま
た
は
数
ヵ
国
規
模
で
は
達

成
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
共
産
主
義
社
会
の
建
設
に
と
っ
て
は
、
一
国
の
国
民
経
済
に
お
け
る
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
全
面
的

確
立
だ
け
で
は
十
分
条
件
と
は
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
現
在
の
社
会
主
義
に
と
っ
て
の
具
体
的
な
問
題
は
、
ま
ず
第
一
に
、
現
在
の
社
会
主
義
諸
国
に
お
い
て
、
「
狭
義
の
過
渡
期
」

が
終
了
し
た
の
か
ど
う
か
で
あ
り
、
第
二
に
、
そ
れ
と
「
広
義
の
過
渡
期
」
の
問
題
が
ど
う
関
連
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

東
欧
社
会
主
鞭
の
歴
史
的
規
定
条
件

二
三
九



「
狭
義
の
過
渡
期
」
終
了
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
全
面
的
な
確
立
の
時
点

と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
生
産
手
段
の
所
有
形
態
に
お
い
て
社
会
主
義
的
社
会
的
所
有
が
支
配
的
な
形
態
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
各
種

の
生
産
諸
関
係
の
混
在
と
し
て
の
多
ウ
ク
ラ
ー
ド
制
が
消
滅
し
て
単
一
の
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
が
支
配
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
狭

義
の
過
渡
期
終
了
を
検
証
す
る
基
準
と
す
る
。

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
の
ソ
連
の
代
表
的
な
見
解
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
一
九
六
六
’
一
九
六
七
年
に
出
版
さ
れ
た
、
ソ
連
邦

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
社
会
主
義
世
界
体
制
経
済
研
究
所
の
編
集
に
よ
る
四
巻
本
の
『
社
会
主
義
世
界
経
済
体
制
』
は
、
そ
の
第
一
巻
で
、

「
す
ぺ
て
の
社
会
主
義
諸
剛
に
お
け
る
社
会
主
錠
的
生
産
諸
関
係
の
勝
利
、
ソ
連
邦
に
お
け
る
社
会
主
義
建
設
の
完
成
、
お
よ
び
共
雌
主

義
の
全
面
的
な
建
設
へ
の
移
行
、
一
連
の
諸
国
に
お
け
る
、
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
の
完
全
な
ま
た
は
基
本
的
な
終
了
」

を
、
社
会
主
義
経
済
発
展
の
主
要
な
総
括
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
ｃ
さ
ら
に
「
’
九
六
○
年
代
初
頭
に
は
…
…
大
部
分
の
人
民
民
主
主
義

諸
国
で
経
済
の
多
ウ
ク
ラ
ー
ド
制
が
滴
算
さ
れ
、
蜜
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
の
課
題
が
基
本
的
に
遂
行
さ
れ
た
か
、
ま
た
は

（
４
）
 

遂
行
に
近
い
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
表
を
か
か
げ
て
い
る
（
第
一
表
）
。

ソ
連
に
関
し
て
は
、
十
月
革
命
直
後
の
生
産
手
段
の
国
有
化
、
第
一
次
・
第
二
次
五
カ
年
計
画
に
よ
る
社
会
主
義
的
工
業
化
お
よ
び
農

業
集
団
化
を
へ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
前
の
時
期
ま
で
に
、
当
初
の
五
つ
の
ウ
ク
ラ
ー
ド
（
家
父
長
制
的
・
現
物
的
農
民
経
済
、
小
商

品
生
産
、
私
的
資
本
主
義
、
国
家
資
本
主
義
、
社
会
主
義
）
が
単
一
の
社
会
主
義
ウ
ク
ラ
ー
ド
に
成
長
転
化
し
た
こ
と
は
一
般
に
認
め
ら

れ
て
い
る
。
中
国
に
閲
し
て
も
、
山
内
一
男
氏
は
、
「
中
国
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
一
九
五
六
年
の
末
か
ら
一
九
五
七
年
に
か
け
て
、
国
民
経

会
⑨
）

済
の
社
会
主
義
的
改
造
の
過
程
が
基
木
的
に
完
成
し
：
…
・
社
会
主
義
的
生
産
関
係
が
全
国
民
経
済
的
規
模
に
お
い
て
う
ち
た
て
ら
れ
た
」

と
し
て
お
り
、
第
一
表
の
数
字
は
こ
れ
と
整
合
す
る
。

二
四
○



第１表社会主義セクターの比重（％）

東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件

]９－８１９Ｆ DＯｌｌＯＣ 

B６１ＩｑＣ 

9６２１９９－３ＩＯＣ 

９６１Ｉ９７－ｇｌＱ ､０’９８９１９F 

D６２ＩＲＨ４lＱ DOI７８．７１８２８ 

〕B１Ｉｑｑ ００’９８ 

D６２Ｉｑｐ 

D６２１ｍＯｌＲｐ UＯｌ１０Ｃ 

JＯｌｇ 

Dｏｌｌｎｌ１ DＯｌｌＯＯｌｌＯ（ 

３１１０［ 0０１９８３１９@ 

9５９１１００１１０【 DＯＩ１０Ｃ 

D６２１９ｑＣ 9０１４０ 

ア
ジ
ア
の
他
の
社
会
主
義
国
お
よ
び
キ
ュ
ー
バ
に
つ
い
て

ａ
 

醜
は
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
問
題
は
東
欧
社
会
主
義
諸
国
の

０
 

Ｍ
場
〈
ロ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
過
渡
期
に
お
け
る
基
本
的
な
ウ

１
 

ｍ
ク
ラ
ー
ド
と
し
て
、
社
会
主
義
、
小
商
品
生
産
、
私
的
浴
午
本

明
主
義
の
一
一
一
つ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
表
に
よ
れ
ば
、
工

Ｔ
 

錘
業
と
商
業
に
お
い
て
は
社
会
主
義
ウ
ク
ラ
ー
ド
が
圧
倒
的
な

３
 

血
比
重
を
占
め
、
私
的
客
手
本
主
義
部
分
は
微
弱
な
存
在
と
な
っ

”
た
。
し
か
し
、
農
業
に
お
い
て
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ユ
ー
ゴ

ｅ
 

Ｔ
 

江
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
の
両
国
に
お
け
る
播
種
面
積
中
の
社
〈
雪
主
義
部

Ｃ
 

Ｈ
分
の
比
重
は
一
四
％
前
後
に
と
ど
ま
り
、
農
民
の
小
商
口
叩
生

ａ
 

》
産
の
比
重
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
さ
き
に
あ

唖
げ
た
『
社
会
主
義
世
界
経
済
体
制
』
第
一
巻
は
、
ヨ
ー
ロ

Ｈ
 

卿
ヅ
．
〈
人
民
民
主
主
義
諸
国
は
お
お
む
ね
一
ハ
○
年
代
に
か
け

亜
獅
て
社
会
主
義
の
基
礎
を
創
設
す
る
段
階
を
終
了
さ
せ
た
。

、
、
た
だ
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
で
は
、
農
業
の
基

Ｂ
ｃ
 

岬
“
本
的
部
分
が
な
お
小
商
ロ
叩
生
産
的
な
の
で
、
こ
の
過
程
は
終

川
、

（
６
）
 

了
し
て
い
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
関

一
一
四
一

年次 工業
農業

(綴）
商業

卸売 ﾉj、充
国民所得

1937 

1961 

1962 

1961 

1962 

1962 

1962 

1962 

1962 

1962 

1959 

1958 

1959 

1962 

８２３８４５３ 
４ 

０ 

●■●●●●● 
● 

● ９９９７８９９００９００００ ９９９９８９９００５０００９ １１ 

１１１ 
Ｐ０庁ＩｎＵ〈０ｎｕＰＤ、）勺上４４毎Ｊ
１ 

●●●■●Ｓ●●●● 
● ８７９５３３４９４７０９ ９８９９９１９８１８０９ １ 

０ ０ １ 

００００ ００００ １１１１ 
０ ０ １ 

００００ ００００ １１１１ 
０００ ０００ １１１ 
００ ０９ 

１ 

３９９７１ ０１９８８８ ０９９９７９ 
１ 

５３０ 

００ 

２０８００ 

００ 

９０９０４ 

１１ 

１ 

１ 

１９５３８６７０００ 
Ｏ 

ＧＣ●●●●●●①● 
● ９５９６２５８６０７０９ ９８９９８７８９８７０９ １ 軍



二
四
二

係
の
側
面
か
ら
み
れ
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
１
１
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
両
国
と
他
の
大
部
分
の
社
会
主
義
諸
国
と
の
あ
い
だ
に
は
決
定
的
な
差
が

あ
り
、
後
者
に
お
い
て
は
狭
義
の
過
渡
期
が
終
了
し
た
が
、
前
者
に
お
い
て
は
終
了
し
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ

あ
り
、
後
者
に
お
い
て
は
狭
義
の
過
渡
期
が
終
一

の
よ
う
な
断
定
が
果
し
て
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
。

第２表鰻業における社会士穣セクタ (％） 

こ
の
よ
う
な
疑
問
を
提
出
す
る
理
由
の
第
一
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

日
］

ⅡＬｕＩＦ 

ユ
ー
ゴ
以
外
の
東
欧
諸
国
に
お
い
て
農
業
の
社
会
主
義
的
改
造
が
完

・
了
し
た
の
か
ど
う
か
が
明
碗
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ソ
連
以

Ｔ
 

ｍ
外
の
社
会
主
義
諸
国
に
お
い
て
は
、
農
業
に
お
け
る
主
要
な

価
生
産
手
段
で
あ
る
土
地
は
そ
の
大
部
分
が
国
有
化
さ
れ
ず
、

．
ｎ
 

ｍ
腔
民
の
土
地
私
有
の
上
に
避
業
集
団
化
が
進
め
ら
れ
た
。
第

邪
一
表
に
お
け
る
農
業
の
社
会
主
義
セ
ク
タ
ー
比
率
の
高
さ

Ｔ
 

虻
峰
土
地
の
私
的
所
有
の
上
に
成
立
し
た
農
業
生
産
協
同
組

Ｃ
 

叩
〈
ロ
を
社
会
主
義
セ
ク
タ
ー
と
み
な
し
た
結
果
で
あ
る
。
第
二

く唾
表
は
、
農
業
に
お
け
る
社
会
主
義
セ
ク
タ
ー
の
内
訳
を
示
し

“
て
い
る
（
年
次
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
六
○
年
代
初
頭

Ｈ
 

皿
と
思
わ
れ
る
）
。

Ｃ
９
 

ｍ
ｍ
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
艇
業
集
団
化
は

Ｂ
ｐ
 

噸
α
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
が
、
国
営
部
分
の
比
率
は
全
社
会

Ｍ
Ｌ
主
義
国
を
通
じ
て
む
し
ろ
中
位
よ
り
上
に
あ
る
。
協
同
組
合

社会主義
セクター

(艇地面秋中）

内訳

国営 協同組合

６７３７６８１６０００９００ ●●●●□●●■●●●●０巴バリ写０几司行⑪、ロｑＪ４４ＱＵ兵』侭Ｕ、〉ｎつｎＵｎＵｎＵロ〉ｎゴｎすｎソＴ▲ｎ可。。イュ庁０（ⅢＵＱＪｎＵケ０１ 

１ 

４０３８０７９５ ■■●●●■●● （ｂｎｏ毎Ｊｑ〉。。⑪。ｏ）【０
４－ 

『上罰上ｏ』、色

７５３１０ ●●●●● ０６２２０ ７ 

２７，９βユ２ユｌＢ５β９３４２６５１４３５３７７ ５８９７８６６７９９９ niT 



レ
ー
ニ
ン
は
、
そ
の
最
後
の
論
文
の
一
つ
で
あ
る
「
協
同
組
合
に
つ
い
て
』
の
中
で
、
協
同
組
合
の
意
義
、
性
格
づ
け
と
土
地
国
有
化

と
の
関
連
を
強
調
し
た
。
「
わ
が
国
で
は
、
こ
の
協
同
組
合
が
、
第
一
に
は
原
則
的
な
面
（
生
産
手
段
の
所
有
が
国
家
の
手
に
あ
る
と
い

う
こ
と
）
で
、
第
二
に
は
、
農
民
に
と
っ
て
で
き
る
だ
け
簡
単
で
、
容
易
で
、
わ
か
り
や
す
い
方
法
で
新
し
い
秩
序
に
移
行
す
る
と
い
う

面
で
、
ど
ん
な
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
か
．
…
．
．
」
「
わ
れ
わ
れ
の
現
在
の
制
度
の
も
と
で
は
、
協
同
組
合
企
業
は
、
集
団
的
企
業
で

あ
る
点
で
私
的
資
本
主
義
的
企
業
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
も
し
そ
れ
が
、
国
家
す
な
わ
ち
労
働
者
階
級
に
属
す
る
土
地
に
、
国
家
の
生

（
７
）
 

産
手
段
で
た
て
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
協
同
組
合
企
業
は
、
社
会
主
義
的
企
業
と
異
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」
レ
ー
ニ
ン
の
こ
の
指
摘
に

依
拠
し
て
、
ソ
連
で
は
農
業
生
産
協
同
組
合
で
あ
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
（
と
く
に
そ
の
ア
ル
テ
リ
形
態
）
が
、
国
営
農
場
で
あ
る
ソ
フ
ホ
ー
ズ

と
と
も
に
社
会
主
義
ウ
ク
ラ
ー
ド
に
含
ま
れ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
東
欧
諸
国
（
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
中
国
を
は
じ
め
ア

ジ
ア
の
社
会
主
義
諸
国
に
も
該
当
す
る
が
）
の
農
業
協
同
組
合
を
、
土
地
私
有
の
存
在
と
い
う
重
要
な
相
違
を
不
問
に
付
し
て
ソ
連
と
同

様
に
無
条
件
で
社
会
主
義
ウ
ク
ラ
ー
ド
に
含
め
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
。

宇
高
基
輔
氏
は
、
一
九
五
六
年
に
書
か
れ
た
「
東
欧
諸
国
に
お
け
る
土
地
改
革
と
農
業
の
再
編
成
』
の
中
で
、
東
欧
諸
国
に
お
け
る
土

地
私
有
と
農
業
集
団
化
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
土
地
の
国
有
化
は
、
集
団
化
を
容
易
に
す
る
も
の
で

あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
と
な
く
し
て
は
集
団
化
が
遂
行
さ
れ
え
な
い
よ
う
な
必
須
条
件
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
…
…
集
団
化
の
な

か
で
の
、
つ
ま
り
生
産
協
同
組
合
の
な
か
で
の
土
地
私
有
の
制
限
な
い
し
廃
止
を
と
お
し
て
、
土
地
国
有
化
の
全
面
的
実
現
の
条
件
が
逆

に
準
備
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
東
欧
諸
国
の
現
段
階
は
、
ま
さ
に
こ
の
段
階
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
現

東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件

二
四
三

部
分
に
つ
い
て
は
、
ｌ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

レ
ー
ニ
ン
は
、
そ
（

土
地
が
国
有
化
さ
れ
て
い
る
ソ
連
に
お
け
る
協
同
組
合
と
、
そ
の
他
の
諸
国
の
協
同
組
合
と
は
性
格
が
異
な
る
と
み



在
の
集
団
化
が
さ
ら
に
進
行
し
、
生
産
協
同
組
合
の
ア
ル
テ
リ
形
態
へ
の
転
化
が
完
成
し
、
こ
の
よ
う
な
協
同
組
合
が
農
村
に
お
け
る
支

配
的
存
在
と
な
る
よ
う
な
時
期
ｌ
そ
の
よ
う
な
時
期
に
健
土
地
私
有
は
完
全
に
廃
止
さ
れ
て
、
土
地
の
圃
有
化
が
宣
言
さ
れ
る
で
あ

（
８
）
 

ろ
う
。
だ
が
、
現
在
は
い
ま
だ
土
地
私
有
の
原
則
の
容
諏
届
の
う
え
で
の
農
業
生
産
の
協
同
化
の
段
階
な
の
で
あ
る
。
」

ソ
連
で
革
命
直
後
に
土
地
国
有
化
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
ロ
シ
ア
農
民
の
あ
い
だ
に
土
地
の
私
的
所
有
に
対
す
る
執
着
が
弱
か
っ
た

た
め
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
東
欧
諸
国
で
は
、
民
主
主
義
的
土
地
改
革
の
要
求
と
「
勤
労
土
地
所
有
樋
‐
｜
の
理
念
と
が
密
赫
し
て
お

り
、
人
民
民
主
主
義
革
命
に
お
け
る
土
地
所
有
形
態
の
問
題
は
、
「
勤
労
農
民
的
土
地
所
有
」
と
し
て
解
決
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

こ
の
所
有
形
態
の
も
と
で
も
前
記
の
よ
う
に
農
業
集
団
化
は
大
幅
な
前
進
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
反
面
で
、
現
在
に
い
た
っ
て
も
な
お
土

地
私
有
の
原
則
そ
の
も
の
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。
た
し
か
に
、
農
業
生
産
協
同
組
合
の
広
汎
な
普
及
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
農
業
に
お

け
る
生
産
的
協
同
化
の
発
展
に
よ
っ
て
、
土
地
私
有
が
事
実
上
の
制
限
を
う
け
、
実
質
的
に
集
団
的
所
有
に
接
近
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
指

（
９
）
 

燗
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
土
地
と
い
う
生
産
手
段
の
私
的
所
有
か
ら
社
会
的
所
有
へ
の
転
化
が
基
本
的
に
完
成
し
な
い
か
ぎ
り
、
厳
密

な
意
味
で
、
農
業
の
社
会
主
義
的
改
造
が
完
了
し
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
が
全
面
的
に
確
立
し
た
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点

で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ユ
ー
ゴ
以
外
の
東
欧
諸
国
に
お
い
て
も
、
狭
義
の
過
渡
期
が
す
で
に
終
了
し
た
と
断
定
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ

るで
０、

か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
農
業
集
団
化
が
お
く
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
単
に
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
特
殊
事
情
が
あ
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
か
な
り
の
程
度
に
他
の
東
欧
諸
国
の
集
団
化
方
式
に
対
す
る
批
判
が
含
ま
れ
て
い
る

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
五
○
年
代
前
半
に
他
の
東
欧
諸
国
と
同
様
に
農
業
集
団
化
が
進
め
ら
れ
た
が
、
一
九
五
六
年
七
月
の
農
家
総
戸
数

二
四
四



中
七
％
の
集
団
化
率
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
同
年
秋
の
ポ
ズ
ナ
ン
事
件
・
ゴ
ム
ル
カ
復
帰
以
降
は
農
業
生
産
協
同
組
合
の
解
散
が
相
次
ぎ
、

前
掲
第
二
表
の
よ
う
に
、
集
団
化
率
は
一
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
農
業
の
社
会
主
義
的
改
造
の
特
徴
は
、
国
営

農
場
が
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
流
通
面
で
の
協
同
組
合
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
生
産
的
協
同
化
に
か
ん
し
て
は
、
農
民
の

自
主
的
な
共
同
作
業
形
態
を
奨
励
す
る
と
と
も
に
既
存
の
農
業
生
産
協
同
組
合
の
組
織
的
・
経
済
的
強
化
に
つ
と
め
て
い
る
こ
と
、
な
ど

で
あ
る
。
竹
浪
祥
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
発
想
で
は
、
「
技
術
的
改
造
を
と
も
な
わ
な
い
農
業
生
産
の
社
会
主
義
的
改
造
は

す
べ
き
で
は
な
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
条
件
の
も
と
で
は
、
土
地
と
労
働
と
既
存
の
生
産
用
具
の
統
合
だ
け
に
よ
っ
て
農
業
生
産
力
を
高
め

（
Ⅲ
〉

る
余
地
は
な
く
、
”
農
業
に
お
け
る
社
会
主
義
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
的
時
期
”
は
不
必
要
で
あ
る
。
」

土
地
改
革
に
よ
っ
て
中
農
化
が
進
ん
だ
ポ
ー
ラ
ン
ド
農
村
に
お
い
て
は
、
農
村
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
階
級
的
基
盤
を
早
急
に
粉
砕
す
る

政
治
的
必
要
に
は
迫
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
他
方
で
賎
業
の
技
術
的
改
造
を
保
障
す
る
工
業
生
産
力
の
発
展
は
お
く
れ
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
状
態
で
、
農
業
生
産
の
一
時
的
停
滞
を
あ
え
て
し
て
ま
で
集
団
化
を
強
行
す
る
こ
と
は
、
政
治
的
に
回
避
さ
れ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
原
理
的
に
は
、
農
業
集
団
化
の
緩
慢
な
進
行
に
よ
る
小
商
品
生
産
的
農
業
の
圧
倒
的
優
位
は
、
不
断
に
資
本
主
義
的
諸
関

係
を
再
生
産
し
、
体
制
と
し
て
の
資
本
主
義
の
復
活
の
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
他
方
で
、
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係

の
優
位
が
証
明
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
人
間
に
よ
る
人
間
の
搾
取
な
し
に
資
本
主
義
以
上
の
高
度
の
生
産
力
水
準
に
到
達
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
で
あ
る
。
一
定
の
諸
条
件
の
も
と
で
は
、
後
進
的
な
生
産
力
水
準
の
も
と
で
も
、
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
先
取
り
に
よ
っ
て
、

生
産
力
の
高
度
の
発
展
の
余
地
を
あ
ら
か
じ
め
準
備
す
る
コ
ー
ス
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
か
く
し
て
樹
立
さ
れ
た
社
会
主
義

的
生
産
諸
関
係
は
、
早
急
に
そ
れ
に
照
応
し
た
生
産
力
水
準
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
。
こ
の
生
産
力
水
準
が
達
成
さ
れ

な
い
こ
と
に
よ
る
生
産
関
係
と
の
不
照
応
は
、
生
産
関
係
に
反
作
用
を
及
ぼ
し
、
生
産
関
係
の
社
会
主
義
的
性
格
を
形
骸
化
す
る
可
能
性

東
欧
社
会
主
誕
の
歴
史
的
規
定
条
件

二
四
五



社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
が
全
面
的
に
樹
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
大
部
分
の
社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
社
会
主
義
建
設
の
困
難

は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
生
産
関
係
と
生
産
力
の
不
照
応
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
に
は
、
こ

の
よ
う
な
不
照
応
を
あ
ら
か
じ
め
予
想
し
て
生
産
力
の
側
面
に
重
点
を
お
い
た
一
つ
の
選
択
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、

集
団
化
率
の
い
ち
じ
る
し
い
差
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
面
す
る
課
題
の
性
格
に
お
い
て
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
他
の
東
欧
社
会
主
義
諸
国
と

の
あ
い
だ
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
異
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
詳
論
を
避
け
る
が
、
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
先
取
り
と
そ
れ
に
照
応
す
べ
き
生
産
力
の
た
ち
お
く
れ
と
い
う
問
題
は
、

社
会
主
義
諸
国
の
工
業
に
お
い
て
も
存
在
す
る
。
ソ
連
・
東
欧
諸
国
に
お
け
る
一
連
の
計
画
・
管
理
制
度
の
改
革
、
東
欧
諸
国
に
お
い
て

最
近
強
調
さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
工
業
化
の
第
二
塵
鰹
」
へ
の
移
行
な
ど
は
、
先
取
り
さ
れ
た
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
に
そ
れ
に

照
応
し
た
生
産
力
的
内
容
を
あ
た
え
る
た
め
の
試
み
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
本
来
の
過
渡
期
」
に
つ
い
て
の
考
察
を
こ
こ
で
し
め
く
く
る
と
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
結
論
が
見
出
さ
れ
る
。
さ
き
に
の
べ
た
よ

う
に
、
本
来
の
過
渡
期
は
、
「
狭
義
の
過
渡
期
」
と
「
広
義
の
過
渡
期
」
と
に
区
分
さ
れ
る
。
｜
‐
狭
義
の
過
渡
期
」
終
了
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル

は
、
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
全
面
的
な
（
全
国
民
経
済
的
な
）
確
立
で
あ
る
。
ソ
連
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
大
戦
直
前
の
時
期
に
こ

こ
で
い
う
「
狭
義
の
過
渡
期
」
が
終
了
し
た
と
い
う
こ
と
が
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
社
会
主
義
諸
国
、
と
く
に
東
欧

諸
国
に
お
い
て
は
、
厳
密
な
意
味
で
は
「
狭
義
の
過
渡
期
」
は
ま
だ
終
了
し
て
い
な
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ユ
ー
ゴ
に
つ
い
て
は
、
農
業
の

社
会
主
義
的
改
造
が
お
く
れ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
他
の
東
欧
諸
国
に
お
い
て
も
、
生
産
手
段
の
所
有
形
態

と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
「
狭
義
の
過
渡
期
」
の
課
題
は
い
ま
だ
基
本
的
に
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
た
と
え

が
あ
る
。

二
四
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も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
の
検
討
は
各
国
に
お
け
る
過
渡
期
の
形
態
、
内
容
を
具
体
的
に
分
析
す
る
こ
と
を
省
略
し
た
上
で
の
も
の
で
あ
る

か
ら
、
不
十
分
さ
は
ま
ぬ
か
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
問
題
は
、
む
し
ろ
、
現
代
の
社
会
主
義
の
過
渡
的
性
格
を
理
解
す
る
上
で
、

「
本
来
の
過
渡
期
」
の
問
題
が
ど
の
程
度
に
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
の
、
概
括
的
な
検
討
で
あ
る
。
「
本
来
の
過
渡
期
」
そ

の
も
の
は
、
マ
ル
ク
ス
や
レ
ー
ニ
ン
が
予
見
し
た
よ
う
に
、
す
べ
て
の
資
本
主
義
諸
国
が
社
会
主
義
に
移
行
す
る
さ
い
に
普
遍
的
に
妥
当

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
の
社
会
主
義
の
過
渡
的
性
格
の
指
摘
は
な
ん
ら
目
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
現
在
の
社
会
主
義
の
特

殊
性
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
生
産
力
的
裏
付
け
が
乏
し
い
と
こ
ろ
で
社
会
主
義
的

生
産
諸
関
係
が
先
取
り
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
先
取
り
さ
れ
た
生
産
関
係
と
お
く
れ
た
生
産
力
と
の
照
応
の
問
題
が
か
な
り
の
期
間
に

わ
た
っ
て
重
要
な
課
題
と
な
る
、
と
い
う
状
況
は
、
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
、
ま
さ
に
現
在
の
社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
「
本
来
の
過
渡

期
」
の
特
殊
な
発
現
形
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
最
初
に
ふ
れ
た
「
世
界
史
的
過
渡
期
」
の
問
題
と
密
接
に
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
社
会
主
義
が
部

分
的
社
会
主
義
で
あ
り
、
し
か
も
後
進
資
本
主
義
諸
国
の
生
産
力
水
準
か
ら
出
発
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
本
来
の
過
渡
期
の
特
殊
性
を
規

定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
社
会
主
義
の
こ
の
「
部
分
性
」
と
「
後
進
性
‐
｜
は
、
先
進
資
本
主
義
諸
国
を
含
む
世
界
的
な
社
会
主
義

の
勝
利
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
克
服
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
社
会
主
義
は
現
在
の
部
分
的
社
会
主
義
の
わ
く
内
で
は
完
成
さ
れ
え
ず
、
社
会

東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件
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前
記
の
『
社
会
主
義
世
界
体
制
』
第
一
巻
の
よ
う
に
大
部
分
の
東
欧
諸
国
で
過
渡
期
の
課
題
が
基
本
的
に
解
決
さ
れ
た
と
い
う
立
場
を
と

る
と
し
て
も
、
生
産
関
係
と
生
産
力
と
の
照
応
、
先
取
り
さ
れ
た
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
に
そ
れ
に
照
応
し
た
生
産
力
的
内
容
を
あ
た

え
る
と
い
う
課
題
が
い
ぜ
ん
と
し
て
残
り
、
し
た
が
っ
て
一
‐
広
義
の
過
渡
期
」
に
お
い
て
も
ま
ず
こ
の
課
題
の
解
決
が
第
一
に
要
請
さ
れ

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
の
坐



す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
社
会
主
義
世
界
経
済
体
制
」
（
実
体
的
に
は
コ
メ
コ
ン
諸
国
）
の
経
済
的
強
化
が
こ
の
意
味
で
の
過
渡
期
の
主

要
な
課
題
と
さ
れ
る
。
二
国
の
で
は
な
く
世
界
体
制
の
諸
条
件
の
も
と
で
の
過
波
期
は
、
民
族
諸
国
家
に
お
け
る
社
会
主
義
的
生
産
様

、
、
、
、
、
、
、
、

式
の
創
出
に
よ
っ
て
だ
け
で
は
な
く
、
諸
国
民
経
済
の
経
済
的
結
合
の
も
っ
と
も
複
雑
な
網
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
社
会
主
義
世
界
経
済

も
、
、

（
廻
）

の
創
出
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
達
成
さ
れ
る
」
（
傍
点
は
原
文
ど
お
り
）
。
『
社
会
主
義
世
界
経
済
体
制
』
と
い
う
標
題
を
も
つ
集
団
的
著
作

、
、
、
、

（
前
出
）
の
一
」
の
規
定
に
お
い
て
、
世
界
体
制
、
世
界
経
済
と
は
、
現
在
の
部
分
的
社
会
主
義
の
領
域
の
み
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
（
し

か
も
、
ア
ジ
ア
の
社
会
主
義
諸
国
は
理
念
上
は
含
ま
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
い
）
。
「
世
界
」
の
範
囲
を
こ
の

よ
う
に
限
定
し
た
上
で
、
こ
の
見
解
は
し
ば
し
ば
、
レ
ー
ニ
ン
の
つ
ぎ
の
言
葉
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
を
合
理
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
す
べ
て
の
民
族
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
共
通
の
計
画
に
し
た
が
っ
て
規
制
す
る
単
一
の
全
一
の
世
界
経
済
へ
の
傾
向
・
…
：
。
こ
の
よ

う
な
傾
向
は
す
で
に
資
本
主
義
の
も
と
で
も
十
分
に
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
社
会
主
義
の
も
と
で
は
、
無
条
件
に
い
つ

主
義
の
部
分
的
（
地
域
的
）
勝
利
は
社
会
主
義
の
全
世
界
的
勝
利
へ
の
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味

で
の
「
世
界
史
的
過
渡
期
」
の
終
了
は
、
現
在
の
社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
「
本
来
の
過
渡
期
」
の
終
了
、
す
な
わ
ち
社
会
主
義
建
設
の

完
成
と
共
産
主
義
へ
の
移
行
の
た
め
の
、
必
要
条
件
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
の
ソ
連
の
公
式
見
解
は
、
社
会
主
義
の
全
仙
界
的
勝
利
よ
り
も
む
し
ろ
、
現
在
の
社
会
主
義
諸
国
の
わ
く
内
で
の

社
会
主
義
の
完
全
な
達
成
に
重
点
を
お
い
て
い
る
。
前
者
は
後
者
の
た
め
の
必
要
条
件
と
は
み
な
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
後
者
、
す
な
わ
ち
現

在
の
社
会
主
義
諸
国
が
先
進
資
本
主
義
諸
国
以
上
の
生
産
力
水
準
を
達
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
者
、
す
な
わ
ち
社
会
主
義
の
全
世
界

的
勝
利
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
ソ
連
・
東
欧
諸
国
の
コ
メ
コ
ン
的
経
済
統
合
が
最
大
の
関
心
事
と
し
て
あ
ら
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

二
四
八



（
週
）

そ
う
発
展
し
、
十
分
に
完
成
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
」

「
単
一
の
全
一
の
世
界
経
済
」
と
部
分
的
社
会
主
義
の
い
わ
ゆ
る
「
世
界
経
済
」
と
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
論
理
的
に
無
理
が
あ
り
、

し
か
も
レ
ー
ニ
ン
が
現
在
の
よ
う
な
部
分
的
社
会
主
義
の
姿
を
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

レ
ー
ニ
ン
の
言
葉
は
し
ば
し
ば
、
コ
メ
コ
ン
諸
国
の
経
済
統
合
を
自
己
完
結
的
に
押
し
進
め
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
の
延
長

上
に
あ
る
の
が
、
現
在
の
社
会
主
義
諸
国
の
わ
く
内
で
共
産
主
義
社
会
を
建
設
で
き
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
六

一
年
一
○
月
の
ソ
連
共
産
党
第
一
一
二
回
大
会
で
採
択
さ
れ
た
新
綱
領
は
、
「
…
…
単
一
の
社
会
主
義
世
界
体
制
の
内
部
で
の
社
会
主
義
諸

国
の
発
展
、
こ
の
体
制
の
合
法
則
性
と
優
越
性
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
国
に
社
会
主
義
建
設
の
期
間
を
ち
ぢ
め
る
可
能
性
を
保

〈
皿
）

陣
し
、
お
な
じ
歴
史
的
時
代
の
わ
く
内
で
共
産
主
義
へ
ほ
ぼ
同
時
的
に
移
行
す
る
見
通
し
←
ど
ひ
ら
い
て
い
る
」
と
の
べ
て
い
る
。

こ
の
主
張
は
、
基
本
的
に
一
国
共
産
主
義
の
主
張
で
あ
る
。
社
会
主
義
国
家
が
ソ
連
一
国
か
ら
数
カ
国
に
拡
大
し
た
と
は
い
え
、
な
お

部
分
的
な
存
在
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
段
階
で
、
社
会
主
義
の
外
延
的
拡
大
な
し
に
共
産
主
義
社
会
の
建
設
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
こ
と

は
、
単
一
の
全
一
の
世
界
経
済
と
し
て
の
共
産
主
義
と
い
う
理
解
と
両
立
し
な
い
。
ソ
連
共
産
党
綱
領
の
こ
の
規
定
は
、
第
一
に
共
産
主

義
を
綾
小
化
し
て
理
解
し
て
い
る
点
で
、
第
二
に
、
世
界
経
済
と
の
有
機
的
な
関
連
を
無
視
し
て
部
分
的
に
共
産
主
義
が
成
立
可
能
だ
と

し
て
い
る
点
で
、
二
重
に
あ
や
ま
り
を
お
か
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
あ
や
ま
り
の
根
底
に
は
、
一
国
社
会
主
義
に
つ
い
て
の
ソ
迎
邦
の

経
験
の
絶
対
視
が
ひ
そ
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ソ
連
で
歴
史
的
に
必
要
で
あ
り
ま
た
可
能
で
あ
っ
た
一
国
社
会
主
義

を
、
社
会
主
義
の
一
国
か
ら
数
カ
国
へ
の
拡
大
（
し
た
が
っ
て
ま
た
歴
史
的
地
理
的
条
件
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
諸
国
へ
の
拡
大
）
に
さ

い
し
て
普
遍
的
な
法
則
性
と
し
て
適
用
し
た
こ
と
は
、
社
会
主
義
の
地
域
的
拡
大
を
社
会
主
義
建
設
理
論
の
深
化
の
機
会
と
し
て
と
ら
え

る
こ
と
を
阻
害
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
世
界
経
済
か
ら
孤
立
し
た
一
国
社
会
主
義
の
建
設
か
ら
、
さ
ら
に
、
い
わ
ゆ
る
社
会
主
義
世
界
経

東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
鎮
定
条
件

二
四
九



現
在
の
社
会
主
義
諸
国
は
、
い
ず
れ
も
後
進
賓
本
主
義
国
と
し
て
の
水
準
か
ら
出
発
し
、
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
原
理
的
優
位

性
を
も
っ
て
し
て
も
、
先
進
資
本
主
義
諸
国
の
到
達
し
た
水
準
に
い
ま
だ
に
到
達
し
え
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
の
社
会
主
義
の

理
念
か
ら
す
れ
ば
、
現
在
の
社
会
主
義
諸
国
は
い
ず
れ
も
後
進
的
社
会
主
義
国
で
あ
る
。
後
進
的
社
会
主
義
国
に
お
け
る
社
会
主
義
建
設

の
過
程
も
ま
た
、
社
会
主
義
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
の
重
要
な
榊
成
部
分
と
な
り
う
る
が
、
後
進
的
社
会
主
義
諸
国
に
よ
る
部

分
的
社
会
主
義
の
経
験
を
も
っ
て
社
会
主
義
の
全
体
像
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
比
輪
的
に
い
う
な
ら
ば
、
現
在
の
社
会
主
義

は
、
総
論
が
な
く
各
論
の
一
部
の
み
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
あ
り
、
し
か
も
総
論
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
必
要
不
可
欠
な
各

論
（
先
進
賓
本
主
義
国
に
お
け
る
社
会
主
義
へ
の
転
化
）
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

社
会
主
義
の
全
世
界
的
勝
利
の
た
め
に
は
先
進
資
本
主
義
諸
国
に
お
け
る
社
会
主
義
革
命
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
先

進
資
本
主
義
諸
国
に
お
け
る
革
命
は
、
後
進
社
会
主
義
諸
国
の
先
進
社
会
主
義
国
へ
の
転
化
に
と
っ
て
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
に

済
体
制
に
お
け
る
二
国
」
共
産
主
義
の
建
設
へ
と
い
う
コ
ー
ス
に
理
論
的
に
帰
清
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
二
国
」
共
産
主
義
の
コ
ー
ス
、
具
体
的
に
は
、
コ
メ
コ
ン
諸
国
の
超
国
家
的
経
済
統
合
を
通
じ
て
単
一
の
共

産
主
義
経
済
を
め
ざ
す
と
い
う
方
向
は
、
現
実
に
は
、
現
在
の
部
分
的
社
会
主
義
の
内
包
す
る
諸
矛
盾
を
い
っ
そ
う
拡
大
す
る
結
果
と
な

っ
て
い
る
。
現
在
の
両
体
制
間
の
共
存
は
、
資
本
主
義
の
生
産
力
的
優
位
の
も
と
で
の
共
存
で
あ
り
、
社
会
主
義
諸
国
に
と
っ
て
い
ま
な

お
、
資
本
主
義
に
お
け
る
技
術
進
歩
、
高
度
の
生
産
力
水
準
を
社
会
主
義
建
設
に
利
用
す
る
た
め
の
世
界
市
場
の
必
要
度
は
大
き
い
。
し

た
が
っ
て
、
世
界
経
済
、
世
界
市
場
と
の
有
機
的
な
関
連
を
無
視
し
た
．
国
」
共
産
主
義
の
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、
現
在
の
社
会
主
義

の
部
分
性
、
地
域
性
を
克
服
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
生
産
力
的
後
進
性
を
も
克
服
で
き
な
い
と
み
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

二
五
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よ
っ
て
は
じ
め
て
、
真
に
合
理
的
な
社
会
主
義
的
国
際
分
業
が
可
能
と
な
り
、
後
進
社
会
主
義
諸
国
は
、
部
分
的
社
会
主
義
の
不
完
全
な

分
業
体
制
か
ら
も
、
ま
た
資
本
主
義
の
包
囲
か
ら
も
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
進
社
会
主
義
諸
国
の
課

題
は
、
先
進
国
革
命
の
成
功
の
た
め
に
で
き
る
か
ぎ
り
の
援
助
を
す
る
と
と
も
に
、
み
ず
か
ら
の
力
で
可
能
な
か
ぎ
り
の
後
進
性
か
ら
の

脱
却
の
努
力
を
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
主
義
の
全
世
界
的
勝
利
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
り
、
三
国
」
共
産
主
義
建
設
に
よ
っ
て
先

進
国
革
命
を
代
位
す
る
努
力
を
払
う
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
現
在
の
社
会
主
義
は
「
世
界
史
的
な
過
渡
期
」
に
、
す
な

わ
ち
社
会
主
義
の
全
世
界
的
勝
利
を
準
備
す
る
こ
と
を
つ
ね
に
課
題
と
し
て
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
い
時
期
に
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い

以
上
の
よ
う
な
前
提
、
す
な
わ
ち
、
現
在
の
社
会
主
義
が
「
本
来
の
過
渡
期
」
と
「
世
界
史
的
な
過
渡
期
」
と
の
二
重
の
過
渡
期
に
よ

っ
て
そ
の
歴
史
的
・
過
渡
的
性
格
を
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
以
上
、
現
実
に
存
在
す
る
社
会
主
義
経
済
を
分
析
す
る
に
さ

い
し
て
は
、
一
般
的
基
準
と
し
て
の
社
会
主
義
の
基
本
的
擬
雛
に
照
ら
し
た
検
討
と
と
も
に
、
社
会
主
義
へ
の
出
発
点
に
あ
た
っ
て
各
国

が
そ
の
資
本
主
義
経
済
か
ら
い
か
な
る
生
産
力
水
準
を
う
け
つ
ぎ
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
課
題
が
社
会
主
義
経
済
建
設
に
さ
い
し
て
あ
た

え
ら
れ
て
い
た
か
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
反
面
で
は
、
後
進
国
的
な
経
済
水
準
に

も
か
か
わ
ら
ず
な
ぜ
こ
れ
ら
の
諸
国
で
社
会
主
義
へ
の
移
行
が
先
進
資
本
主
義
に
先
ん
じ
て
着
手
さ
れ
え
た
か
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ

る
。
第
二
部
で
は
、
東
欧
社
会
主
義
諸
国
の
場
合
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
行
な
う
こ
と
に
す
る
。

の
で
あ
る
。

（
１
）
マ
ル
ク
ス
「
ゴ
ー

（
２
）
レ
ー
ニ
ン
「
プ
ー

版
）
九
四
ペ
ー
ジ
。

東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件

「
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
」
、
『
マ
ル
ク
ス
Ⅱ
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
一
九
巻
、
邦
訳
（
大
月
番
店
版
）
一
一
八
－
二
九
ペ
ー
ジ
。

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
の
時
期
に
お
け
る
経
済
と
政
治
」
、
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』
（
第
四
版
）
、
第
三
○
巻
、
邦
訳

二

五
一

（
大
月
番
店



（
５
）
岡
・
山
内
・
竹
浪
『
社
会
主
義
経
済
論
』
、
筑
摩
諜
房
（
経
済
学
全
集
）
、
一
九
六
八
年
、
一
二
七
ペ
ー
ジ
。

（
６
）
三
骨
。
□
畠
○
目
愚
菖
自
彊
の
９
（
目
ｏ
胃
『
の
冒
〆
Ｃ
四
菖
日
圏
・
閂
・
陽
。
『
ロ
．
、
９
．

（
７
）
レ
ー
ニ
ン
「
協
同
組
合
に
つ
い
て
」
、
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』
（
第
四
版
）
、
第
三
一
一
一
巻
、
邦
訳
（
大
月
脊
店
版
）
四
八
八
ペ
ー
ジ
、
四
九
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

（
８
）
宇
商
基
輔
「
東
欧
諸
国
に
お
け
る
土
地
改
莱
と
農
業
の
再
編
成
」
、
『
社
会
科
学
研
究
』
、
第
七
巻
第
二
・
一
一
一
・
四
合
併
号
、
’
一
一
二
ペ
ー
ジ
。

（
９
）
□
．
、
『
四
℃
○
四
］
○
つ
○
口
の
戻
岱
勇
二
一
○
ヨ
』
『
。
、
里
Ｅ
の
、
『
口
酋
の
冨
自
閨
の
電
畠
、
天
。
『
○
宍
○
○
回
の
で
四
目
旨
『
｛
。
『
Ｃ
ロ
筥
皇
回
国
、
『
己
、
津
色
洪
ｎ
ｏ
兵
巽
四
自
国
富
里
．
ご

ロ
○
弓
Ｃ
ｎ
Ｅ
Ｕ
宍
。
至
昌
昌
冨
】
⑭
．
］
急
Ｐ
３
己
・
ぢ
い
‐
ｇ
』
参
照
。

（
、
）
岡
・
山
内
・
竹
浪
『
社
会
主
義
経
済
論
』
、
一
一
四
一
一
－
二
四
三
ペ
ー
ジ
・

（
、
）
た
と
え
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
三
胃
の
戸
冨
］
印
冒
云
・
倉
シ
宙
一
屋
の
頁
』
員
［
○
『
○
一
．
鷺
『
○
富
国
シ
」
戸
］
一
句
陀
日
二
目
ご
・
で
Ｃ
－
－
ｍ
－
］
祠
の
Ｈ
ｍ
ｐ
の
、
二
ぐ
の
》

ご
＄
．
ｚ
Ｐ
隼
な
ど
。
「
第
一
一
段
階
へ
の
移
行
」
と
は
、
労
働
力
と
原
料
の
投
入
の
餓
的
増
大
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
外
延
的
工
業
化
」
か
ら
、

労
働
生
産
性
の
向
上
、
生
産
物
の
質
的
改
諜
に
重
点
を
お
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
内
包
的
工
業
化
」
へ
の
移
行
を
さ
す
。

（
⑫
）
三
】
ｓ
呂
畠
Ｏ
ｇ
冨
冨
、
『
量
の
只
目
、
胃
『
Ｃ
患
〆
８
葛
、
目
Ｐ
臼
・
』
》
。
『
ロ
・
恩
・

（
週
）
レ
ー
ニ
ン
「
民
族
問
題
と
械
民
地
問
題
に
つ
い
て
の
テ
ー
ゼ
原
案
」
、
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』
（
第
四
版
）
、
第
三
一
巻
、
邦
訳
（
大
月
番
店
版
）
’

三
八
ペ
ー
ジ
。

グー、〆■、

４３ 
、ヰプ、￣

（
ｕ
）
〆
×
臣
の
び
の
目
【
。
Ｃ
Ｏ
・
『
・
皀
・
三
○
，
百
画
》
『
○
日
○
當
昌
目
胃
・
巳
９
．
９
つ
・
侭
『
・

（
咽
）
岡
稔
氏
は
、
『
社
会
主
義
経
済
鰭
』
一
七
’
一
八
ペ
ー
ジ
で
、
「
社
会
主
義
経
済
の
基
本
的
標
繊
」
と
し
て
四
点
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

生
産
手
段
の
共
同
所
有
、
消
費
財
の
「
労
働
に
応
じ
た
」
分
配
、
生
産
の
中
央
計
画
に
よ
る
規
制
、
お
よ
び
生
産
が
社
会
の
欲
求
充
足
の
た
め
に

お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
い
わ
ば
現
時
点
で
の
最
大
公
約
数
と
も
い
う
ぺ
き
も
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
多
く
の

論
争
点
が
含
ま
れ
て
お
り
、
「
基
本
的
標
識
」
と
し
て
は
さ
ら
に
厳
密
な
検
討
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。

←
②
③
。

二
五
二

口
。
菖
胃
寓
冷
の
宍
鼠
①
宍
。
函
○
冨
冒
・
望
逼
８
一
三
宍
．
三
○
員
閨
．
『
○
日
目
胃
園
瞠
昌
一
屋
巨
雪
の
『
ロ
・
望
『
・

三
眉
○
口
目
Ｄ
Ｃ
目
自
胃
『
量
⑦
目
冨
。
旨
『
の
冒
〆
８
菖
国
田
・
『
・
］
》
二
○
，
百
Ｐ
宝
凹
目
『
ｇ
す
。
『
国
。
《
三
に
９
ケ
》
・
屋
冨
『
９
℃
・
５
３
℃
．



現
代
社
会
主
義
を
問
題
に
す
る
さ
い
に
、
な
ぜ
東
欧
諸
国
を
主
要
な
対
象
と
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、
現
代
社
会
主
義
に
お
け
る
「
後
進

性
」
と
「
部
分
性
」
と
が
、
東
欧
諸
国
に
お
い
て
は
社
会
主
義
建
設
の
制
約
条
件
と
し
て
と
く
に
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
ソ
連
・
中
国
の
場
合
に
は
、
帝
国
主
義
の
包
囲
に
よ
っ
て
孤
立
を
せ
ま
ら
れ
る
と
い
う
状
況
に
対
し
て
、
一
国
社
会
主
義
建
設
に

よ
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
ソ
連
・
中
国
と
い
う
巨
大
な
国
土
と
資
源
を
有
す
る
国
に
お
い
て
の
み
可

能
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
む
し
ろ
、
社
会
主
義
建
設
の
一
般
法
則
か
ら
の
例
外
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
東
欧
諸
国
で
は
、
当
初
か
ら
一
国
の
み
の
革
命
、
一
国
の
み
の
社
会
主
義
建
設
は
成
立
不
可
能
で
あ
り
、
必
然
的
に
イ
ン
タ

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
視
角
を
も
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
コ
メ
コ
ン
型
の
経
済
統
合
も
、
倭
小
さ
れ
た
形
で
は
あ
れ
、
こ
の
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ

ル
な
視
角
の
産
物
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
東
欧
に
お
け
る
社
会
主
義
の
歴
史
は
、
ソ
連
・
中
国
の
場
合
よ
り
も
よ
り
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
、
よ
り
一
般
的
な
性
格
を
持
ち
う
る
も
の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
東
欧
諸
国
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特
殊
な
歴
史
的
経
済
的
諸
条
件
を
持
ち
、
そ
の
経
済
的
発
展
水
準
も
一
様
で
は
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
東
欧
諸
国
」
と
し
て
概
括
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
は
、
単
に
そ
れ
ら
の
国
が
現
在
社
会
主
義
国
と
し
て
存
在

し
て
い
る
と
い
う
事
後
的
な
理
由
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
諸
国
が
第
二
次
大
戦
後
に
社
会
主
義
の
道
に
入
り
、
し
か
も
そ
の
き

っ
か
け
が
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
支
配
か
ら
の
ソ
連
軍
に
よ
る
解
放
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
、
東
欧
諸
国
自
体
に
そ
の
内
的
必
然
性
が
共
通
し

っ
か
け
が
ナ
チ
ス
・
ド
〃

て
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
次
大
戦
以
前
の
資
本
主
義
的
発
展
に
お
い
て
、
東
欧
諸
国
が
全
体
と
し
て
の
後
進
性
か
ら
脱
却
で
き
ず
、
西
欧
に
対
し
て
従
属
的

東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件

二
五
三

二
束
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
諸
前
提



な
地
位
に
お
か
れ
て
い
た
の
は
、
東
欧
諸
地
域
が
そ
の
資
本
主
義
的
工
業
化
の
初
期
に
お
い
て
す
で
に
世
界
的
な
体
制
と
し
て
の
帝
国
主

義
の
一
環
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
東
欧
諸
地
域
の
帝
国
主
義
的
な
再
組
織
、
再
編
成
は
、
こ
れ
ら
諸
地
域
に
お
い

て
、
帝
国
主
義
に
有
利
な
少
数
の
産
業
を
急
激
に
発
展
さ
せ
、
そ
こ
に
早
熟
な
独
占
を
形
成
さ
せ
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
、
そ
の
他
の
産

業
、
と
く
に
農
業
に
お
け
る
後
進
性
を
温
存
し
て
こ
れ
を
帝
国
主
義
的
支
配
に
利
用
す
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
か
く
し
て
、
東

欧
に
お
け
る
資
本
主
義
的
発
展
は
、
一
面
で
は
社
会
主
義
の
直
接
的
な
前
提
と
な
り
う
る
ほ
ど
の
少
数
の
高
度
に
組
織
さ
れ
た
産
業
部
門

を
出
現
さ
せ
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
他
の
大
部
分
の
産
業
の
発
達
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
均
水
準
か
ら
い
ち
じ
る
し
く
た
ち
お
く
れ
た
ま
ま

で
あ
る
と
い
う
、
駛
行
的
、
奇
形
的
な
発
展
と
な
り
、
全
体
と
し
て
の
後
進
性
を
特
徴
づ
け
た
の
で
あ
る
。

東
欧
諸
国
の
第
二
次
大
戦
以
前
に
お
け
る
経
済
水
準
は
、
つ
ぎ
の
三
表
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

第
三
表
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
一
八
六
○
年
の
旧
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
（
三
分
割
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
主
要
部

（
咽
）

分
）
で
の
調
査
で
は
農
業
人
口
六
五
％
、
工
業
・
手
工
業
合
計
で
一
七
・
七
％
と
な
っ
て
お
り
、
三
地
域
再
統
合
後
の
一
九
二
七
年
の
調

（
灯
）

査
で
は
農
業
人
口
六
四
％
、
工
業
・
手
工
業
一
六
・
五
％
で
第
四
表
の
数
字
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
第
三
表
と
第
四
表
と
の
あ
い
だ

で
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
（
工
業
人
ロ
増
大
）
と
ル
ー
マ
ニ
ア
（
農
業
人
口
増
大
）
の
変
化
は
そ
れ
ぞ
れ
領
土
の
変
化
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

（
農
業
地
帯
の
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
地
方
が
ハ
ン
ガ
リ
１
領
か
ら
ル
ー
マ
ニ
ア
領
と
な
っ
た
）
の
で
、
基
本
的
に
は
東
欧
に
お
い
て
二

○
世
紀
初
頭
か
ら
一
九
三
○
年
ま
で
の
あ
い
だ
に
人
口
の
産
業
別
構
成
に
大
き
な
変
化
は
生
じ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

第
三
表
と
第
四
表
に
お
い
て
、
東
欧
諸
国
を
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
第
一
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
の

は
、
農
業
人
口
が
三
○
％
前
後
、
工
業
人
口
が
ほ
ぼ
そ
れ
を
上
回
る
と
い
う
先
進
資
本
主
義
国
型
の
人
口
櫛
造
を
示
し
て
い
る
チ
ェ
コ
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
あ
り
、
し
か
も
た
だ
一
国
で
あ
る
（
第
二
次
大
戦
後
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
を
構
成
す
る
ド
イ
ツ
の

二
五
四



第３表エ業・農業人口比率（２０世紀初頭）
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史
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第５表１９３８年の生産水準

日
一

。⑪〃』ぐみデ r1 

L｣ 

○
○
○
○
○
 

１. 

Ｌ 

｢ 

し

出ｌｕｌｉ

｢1 

ＥＣＥ，ＥｃｏｎｏｍｉｃＳｕｒｖｅｙｏｆＥｕｒｏｐｅ ｉｎ1948,ｐｐ、２２，２３５より力Il工

東
半
部
も
こ
れ
に
属
す
る
）
。
第
二
の
グ
ル
ー

プ
は
、
避
業
人
口
が
な
お
半
分
以
上
を
占
め
な

が
ら
も
工
業
人
口
比
率
が
二
○
％
前
後
に
達

し
、
当
時
の
イ
タ
リ
ア
、
そ
へ
イ
ン
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
な
み
の
水
準
に
あ
っ
た
、
い
わ
ば
工
業
国

へ
の
過
程
に
あ
る
中
進
国
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
第
三
の
グ
ル
ー
プ
は
、
農

業
人
口
が
四
分
の
三
以
上
を
占
め
、
工
業
人
口

が
一
割
前
後
に
す
ぎ
な
い
農
業
国
で
、
ル
ー
マ

ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ユ
ー
ゴ
、
ア
ル
バ
ニ
ア

な
ど
の
バ
ル
カ
ン
諸
国
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。

第
二
グ
ル
ー
プ
の
諸
国
で
は
重
工
業
も
か
な
り

の
程
度
発
達
し
て
い
た
が
、
第
三
グ
ル
ー
プ
で

は
軽
工
業
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
二
○
世
紀
初

頭
に
お
け
る
産
業
構
造
は
西
欧
諸
国
の
一
九
世

紀
前
半
の
状
況
に
類
似
し
て
い
た
と
い
わ
れ

（
肥
）

る
。
帝
政
ロ
シ
ア
は
こ
の
第
二
グ
ル
ー
プ
と
第

二
五
六

三１－回

の比率
シバ全体へ

％ 

(Ａ） 

人１ｺ比率 工鍵塵
比率

（Ｂ)＿ 
（Ａ） 

人口－人あた
、工業生産高

(1938年ドル）
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三
グ
ル
ー
プ
の
中
間
に
位
置
し
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
三
グ
ル
ー
プ
間
の
歴
然
た
る
格
差
が
存
在
し
、
し
か
も
な
お
全
体
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ヅ
．
ハ
平
均
の
生
産
力
水
準
を
下
回
っ
て
い
た
こ

と
が
東
欧
諸
国
に
お
い
て
は
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
第
五
表
に
み
る
よ
う
に
、
一
九
三
八
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
平
均
の
一
人
あ
た
り
エ
業
生
産

高
が
同
年
の
ド
ル
価
格
で
六
九
ド
ル
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
は
そ
の
二
倍
に
達
し
て
い
た
が
、
東
欧
諸
国
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
を
含
め

て
例
外
な
し
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
平
均
を
一
○
○
と
す
れ
ば
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
八
四
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
四
一
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
三
○
、
ル
ー
マ
ニ
ア
一
七
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
一
三
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
東
欧
諸
国
の
経
済
的
後
進
性
は
、
帝
国
主
義
の
政
治
的
経
済
的
支
配
と
い
う
状
況
の
も
と
で
は
、
資
本
主
義
的
な
方
法
に

よ
っ
て
は
克
服
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
東
欧
諸
国
に
お
い
て
は
、
後
進
性
脱
却
の
道
の
模
索
は
必
然
的
に
帝
国
主
義
批
判
に
つ
な

が
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
ま
た
、
東
欧
自
体
の
力
で
は
帝
国
主
義
の
支
配
か
ら
の
が
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
第
一
次

大
戦
直
後
に
お
け
る
東
欧
諸
国
の
革
命
運
動
の
挫
折
・
帝
国
主
義
的
再
編
成
の
過
程
は
そ
の
こ
と
を
立
証
し
た
。
東
欧
諸
国
に
と
っ
て
は

帝
国
主
義
体
制
が
外
部
の
力
に
よ
っ
て
く
ず
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
遂
行
し
た
の
が
第
二
次
大
戦
に
お
け
る
ソ
連
の
勝
利
、

ソ
連
軍
に
よ
る
東
欧
諸
国
の
解
放
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
東
欧
研
究
者
ド
ー
リ
ン
・
ウ
ォ
リ
ナ
ー
は
、
こ
の
こ
と
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
表

「
…
…
東
欧
が
も
っ
と
も
必
要
と
し
て
い
た
の
は
産
業
革
命
で
あ
り
、
し
か
も
、
ソ
連
の
勝
利
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
バ
ラ
ン
ス
・
オ

ブ
・
パ
ワ
ー
の
変
化
な
し
に
は
、
産
業
革
命
は
決
し
て
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
西
欧
は
、
東
欧
に
関
心
を
持
っ
た
場
合
に
は
つ
れ

（
、
）

に
、
東
欧
を
安
い
食
糧
と
安
い
労
働
と
を
提
供
す
る
後
進
地
域
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
に
し
か
関
心
キ
ー
示
さ
な
か
っ
た
。
」

ソ
連
軍
に
よ
る
東
欧
諸
国
の
解
放
が
そ
の
後
に
多
く
の
問
題
を
生
み
出
し
た
と
は
い
え
、
や
は
り
ソ
連
軍
に
よ
る
解
放
は
東
欧
諸
国
に

東
欧
社
会
主
漉
の
歴
史
的
規
定
条
件

二
五
七

現
し
て
い
る
。



１
帝
国
主
義
確
立
期
の
東
欧
資
本
主
義

東
欧
資
本
主
護
の
後
進
性
を
特
徴
づ
け
た
重
要
な
要
因
と
し
て
、
ま
ず
第
一
に
国
家
的
独
立
の
達
成
が
お
く
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
西
欧
各
国
に
お
い
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
が
群
発
し
た
一
八
四
八
年
当
時
、
こ
こ
で
問
題
と
す
る
東
欧
地
域
に
お
い
て
は
、
独
立
国
家

は
一
国
も
存
在
し
な
か
っ
た
。
こ
の
当
時
、
ク
ラ
ク
フ
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
、
プ
ラ
ハ
で
相
前
後
し
て
お
こ
っ
た
独
立
の
た
め
の
蜂
起
は
い
ず

れ
も
圧
殺
さ
れ
た
。
よ
う
や
く
一
八
六
七
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
王
国
の
形
成
に
よ
っ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
事
実
上
の
独

立
を
極
得
し
、
そ
の
後
一
八
八
一
年
に
ル
ー
マ
ニ
ア
王
国
が
成
立
し
、
一
九
○
八
年
に
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
王
国
が
成
立
し
た
。
第
一
次
大
戦

直
前
の
一
九
一
三
年
に
は
ア
ル
バ
ニ
ア
王
国
が
成
立
し
た
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
が
国
家
的

独
立
を
達
成
し
た
の
は
い
ず
れ
も
第
一
次
大
戦
後
の
一
九
一
八
年
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
○
世
紀
初
頭
に
お
け
る
世
界
体
制
と
し
て

の
帝
国
主
義
の
成
立
は
、
東
欧
に
と
っ
て
は
そ
の
大
部
分
の
地
域
の
帝
国
主
義
に
よ
る
政
治
的
支
配
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

国
家
的
独
立
を
達
成
し
た
諸
国
も
、
帝
国
主
義
の
金
融
的
支
配
下
に
あ
っ
た
。
そ
の
も
っ
と
も
特
徴
的
な
実
例
は
ル
ー
マ
ニ
ア
で
あ

り
、
こ
こ
で
は
二
○
世
紀
初
頭
に
お
い
て
工
業
総
資
本
の
八
割
が
外
国
資
本
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
利
潤
送
金
と
外
蹟
の
利
子
支
払
を
合

（
釦
）

計
す
れ
ば
ほ
ぼ
国
家
予
算
の
一
一
一
分
の
二
に
等
し
い
金
額
が
年
々
国
外
に
流
出
し
て
い
た
。
ル
ー
マ
ニ
ア
の
鉱
工
業
に
お
け
る
最
大
の
産
業

で
あ
り
そ
の
生
産
物
の
六
○
％
を
輸
出
し
て
い
た
石
油
産
業
に
お
け
る
外
国
資
本
の
支
配
は
、
レ
ー
ー
ラ
に
よ
っ
て
「
資
本
家
団
体
の
あ

（
皿
）

い
だ
で
の
世
界
の
分
割
」
の
好
例
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
異
な
っ
た
数
字
が
あ
る
の
で
、
つ

と
っ
て
必
要
な
条
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
必
要
性
を
内
的
に
規
定
し
た
諸
要
因
を
、
二
○
世
紀
初
頭
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
歴
史
的
に
検
討
す
る

こ
と
に
し
よ
う
。

二
五
八



第
六
表
は
レ
ー
ニ
ン
が
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
デ
ィ
ウ
リ
ッ
チ
の
一
九
○
九
年
の
著
書
『
ド
イ
ツ
の
銀
行
の
国
外
膨
脹
と
ド
イ
ツ
の
経
済
的
発

展
』
か
ら
抜
き
書
き
し
て
（
「
わ
る
く
な
い
例
だ
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
）
自
著
の
『
帝
国
主
義
』
に
利
用
し
た
数
字
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
第
七
表
は
、
ブ
カ
レ
ス
ト
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
事
館
が
一
九
○
五
年
に
調
査
し
た
数
字
を
引
用
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
近
い
数
字

と
し
て
は
、
一
九
○
七
年
に
ブ
カ
レ
ス
ト
で
開
か
れ
た
国
際
石
油
会
議
で
発
表
さ
れ
た
、
ル
１
マ
ニ
ア
石
油
産
業
の
総
投
下
資
本
一
億
六

〈
型
）

六
○
○
万
フ
ラ
ン
中
で
ル
ー
マ
ニ
ア
資
本
は
一
、
六
○
○
万
フ
ラ
ン
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
外
資
の
比
率
は

ぎ
に
そ
れ
を
表
示
し
よ
う
。

第６表ルーマニア石油産業における

外国斑本（１）束
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件

100万フラン’％

ドイツ資本

フランス資本

オランダ資本

ルーマニア資本

イタリア資本

アメリカ資本

ベルギー資本

イギリス資本

その他諸国資本

５
 

５
 

■
 

■
 

４
１
２
６
５
２
５
３
６
 

７
３
２
１
１
１
 

40.0 

16.7 

11.9 

７
１
８
７
６
５
 

●
●
●
●
■
●
 

８
８
６
２
１
３
 

計’１８５合 100 

レーニン『帝国主義論ノート』，邦訳全集第
３９巻，１０８ページより．

第７表ルーマニア石油産業における

外国資本（２）

1,000フランＩ9６

ドイツ資本

オランダ資本

ベルギー資本

フランス資本

イギリス資本

アメリカ資本

124,770 

２６，４８０ 

５，１５０ 

４，５２５ 

４，５００ 

２，５００ 

7２．３ 

１５．３ 

３０ 

２．６ 

２．６ 

１．５ 

二
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cTp64． 



ハ
ン
ガ
リ
ー
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
時
期
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
す
で
に
帝
国
主
義
国
家
で
あ
っ
た
と
い
う
主
張
が
存
在
す
る

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
八
年
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
主
義
労
働
者
党
が
発
表
し
た
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
産
党
創
立
四
○
周
年
テ
ー

ゼ
」
は
、
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
の
一
部
で
あ
っ
た
地
主
・
蜜
本
家
的
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
工
業
的
に
よ
り
発
達
し
た
オ
ー

（
別
）

ス
ト
リ
ァ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
娠
箪
本
の
支
配
の
も
と
に
、
独
占
資
本
主
義
の
時
代
に
、
帝
国
主
義
の
時
代
に
入
っ
た
」
と
し
て
お
り
、
ソ
連

の
ハ
ン
ガ
リ
ー
研
究
者
レ
ー
ボ
フ
も
、
「
二
○
世
紀
初
頭
に
…
…
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
他
の
大
部
分
の
諸
国
と
同
様
に
、
銀
行
資
本
と
産

業
資
本
が
発
展
し
、
両
者
の
癒
着
が
生
じ
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
金
融
》
箪
本
の
支
配
が
確
立
さ
れ
た
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
ニ
重
王
国
の
構
成

（
路
）

部
分
で
あ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
帝
国
主
義
国
家
に
転
化
し
た
」
と
書
い
て
い
る
。

たｚ
Ｏ－グ

九
○
・
一
一
一
％
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
資
料
に
よ
っ
て
か
な
り
の
相
違
は
あ
る
が
、
二
○
世
紀
初
頭
の
ル
ー
マ
ニ
ア
石
油
産
業
に
お
い
て
外

資
の
比
率
が
九
割
以
上
を
占
め
、
し
か
も
そ
の
外
資
の
中
で
は
ド
イ
ツ
資
本
が
圧
倒
的
な
優
位
を
誇
っ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
よ
う
。

中
進
国
的
水
準
に
あ
っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
と
は
か
な
り
様
相
が
異
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
一
八
六
七
年
の
シ
息
‐

ぬ
巨
呂
以
後
の
資
本
主
義
的
発
展
が
二
○
世
紀
初
頭
に
加
速
さ
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
金
融
資
本
の
強
化
が
外
資
の
比
率
を
低
下
さ
せ
た
。

工
業
に
お
け
る
外
資
系
会
社
資
本
の
比
率
は
一
九
○
○
年
の
六
○
％
か
ら
一
九
一
三
年
に
は
三
六
％
に
低
下
し
、
製
造
業
総
資
本
の
中
で

の
ハ
ン
ガ
リ
ー
資
本
の
比
率
は
一
九
○
○
年
の
一
七
％
か
ら
一
九
一
三
年
の
四
七
％
に
高
ま
っ
た
。
し
か
し
、
個
々
の
重
要
産
業
に
お
い

て
は
、
外
資
系
企
業
の
比
率
が
機
械
製
作
業
で
五
一
％
、
化
学
産
業
で
六
七
％
に
達
し
て
い
た
。
外
国
資
本
の
筆
頭
は
鉄
鋼
、
石
炭
に
進

出
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
資
本
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
で
ド
イ
ツ
の
Ａ
Ｅ
Ｇ
と
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
と
が
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
電
機
工
業
を
二
分
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
資
本
は
ま
た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
五
大
銀
行
の
中
の
三
つ
を
金
融
的
に
支
配
し
て
い

六
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こ
の
主
張
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
あ
げ
た
帝
国
主
義
の
五
つ
の
基
本
的
標
識
の
う
ら
最
初
の
三
つ
、
す
な
わ
ち
、

独
占
段
階
に
達
し
た
ほ
ど
の
生
産
と
資
本
の
集
税
、
金
融
寡
頭
制
、
盗
本
輸
出
が
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
一
九
一
○

年
に
労
働
者
一
○
○
人
以
上
の
工
場
（
工
場
数
の
四
分
の
一
）
が
総
労
働
者
数
の
七
三
・
四
％
を
雇
用
し
、
労
働
者
五
○
○
人
以
上
の
一

七
四
工
場
（
工
場
数
の
四
・
五
％
）
が
総
労
働
者
数
の
三
七
・
八
％
を
、
労
働
者
一
、
○
○
○
人
以
上
の
五
○
工
場
（
工
場
数
の
一
・
三

％
）
が
総
労
働
者
数
の
二
○
％
を
雇
用
し
て
い
た
。
機
械
製
作
業
に
お
い
て
、
労
働
者
五
○
○
人
以
上
の
工
場
へ
の
労
働
力
の
集
中
度
は

（
配
）

ハ
ン
ガ
リ
ー
が
六
二
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
四
五
％
、
ド
イ
ツ
は
四
○
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
産
業
別
の
生
産
集

中
度
に
つ
い
て
は
、
石
炭
産
業
の
ト
ッ
プ
五
社
の
生
産
シ
ェ
ア
は
一
八
九
九
年
に
六
三
・
三
％
、
一
九
一
一
一
一
年
に
七
○
・
七
％
に
達
し
、

（
幻
）

鉄
鋼
業
で
は
主
要
三
社
の
生
産
シ
ェ
ア
が
一
八
九
八
年
に
六
三
・
九
％
、
一
九
一
一
一
一
年
に
九
五
％
に
達
し
た
。
電
機
産
業
で
は
一
○
社
が

（
鋼
）

君
臨
し
、
そ
の
一
○
社
の
総
資
本
の
過
半
を
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
電
機
」
と
「
ガ
ン
ッ
」
の
二
社
が
占
め
て
い
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
一
九
○
○
年
に
四
大
銀
行
が
銀
行
資
本
の
四
七
％
を
支
配
し
て
い
た
が
、
一
九
一
三
年
に
は
新
規
に
参
入
し
た
一

行
を
加
え
て
五
大
銀
行
が
他
の
一
一
一
一
三
行
を
系
列
下
に
お
い
て
銀
行
盗
本
の
五
七
・
四
％
を
支
配
し
、
さ
ら
に
こ
の
五
大
銀
行
は
製
造
業

二
一
一
五
社
を
支
配
下
に
お
い
て
い
た
。
こ
の
一
一
二
五
社
の
資
本
金
総
額
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
工
業
株
式
資
本
総
額
の
四
七
％
に
達
す
る
も
の

（
酉
）

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
大
銀
行
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
バ
ル
カ
ン
諸
国
（
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ポ
ス
ニ
ア
な

（
釦
）

ど
）
に
資
本
の
輸
出
を
行
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
指
標
か
ら
た
だ
ち
に
二
○
世
紀
初
頭
に
”
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
主
義
“
が
存
在
し
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
資
本
輸
出
は
一
九
○
五
年
に
九
二
一
○
○
万
ク
ロ
ー
ネ
で
あ
っ
た
が
、
他
方
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
の
外
資
の
流
入

（
鋤
）

は
同
年
に
六
二
億
ク
ロ
ー
ネ
に
達
し
て
い
た
。
資
本
輸
出
が
存
在
し
た
と
い
う
指
摘
の
み
で
は
、
資
本
輸
出
が
当
時
す
で
に
商
品
輸
出
に

東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件

一
一
一
ハ
’



匹
敵
す
る
ほ
ど
の
重
要
性
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
証
明
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
生
産
と
資
本
の
集
秋
・
集
中
も
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
経
済
が

本
来
の
意
味
で
の
独
占
段
階
に
到
達
し
た
と
い
う
指
標
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
前
記
の
よ
う
に
重
工
業
部
門
で
は
外
資
の
比
重
が
大
き
い

上
に
工
作
機
械
は
輸
入
に
依
存
し
て
お
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
繊
維
産
業
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
チ
ェ
コ
と
の
競
争
で
敗
退
し
て
い
た
。
当
時

す
で
に
世
界
的
水
準
に
到
達
し
て
い
た
の
は
食
品
工
業
、
と
く
に
製
粉
業
の
み
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
な
お
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
ド
イ
ツ
へ
の
農
産
物
供
給
国
の
立
場
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
、
外
資
依
存
、
生
産
力
の
破
行
的
発
展
、
農
産
物

供
給
国
と
い
う
諸
条
件
の
も
と
で
急
激
な
集
中
・
集
積
が
進
行
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
部
分
は
外
資
の
要
請
に
よ
っ
て
、
一
部
分
は

上
か
ら
の
工
業
化
の
強
行
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
過
程
は
、
む
し
ろ
、
後
進
資
本
主
義
国
が
帝
国
主

義
体
制
に
組
み
こ
ま
れ
た
こ
と
に
対
す
る
内
部
的
対
応
と
し
て
の
早
熟
な
独
占
の
出
現
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
鑓
）

こ
の
”
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
主
義
“
論
と
ほ
ぼ
同
様
な
”
ル
ー
マ
ニ
ア
帝
国
主
義
”
論
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
二
○
世
紀
初
頭

に
お
け
る
ル
ー
マ
ニ
ア
の
鉱
工
業
の
急
激
な
集
秋
・
集
中
の
進
行
を
主
要
な
論
拠
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
も
「
早
熟
な
独

占
」
と
し
て
理
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
主
張
の
背
景
に
は
、
自
国
の
経
済
発
展
に
対
す
る
過
大
評
価
、
お
よ
び
世
界
史

的
な
帝
国
主
義
段
階
と
一
国
の
発
展
段
階
と
の
混
同
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
東
欧
諸
国
は
帝
国
主
義
的
進
出
の
対
象
で
あ
っ
て
そ
の
秋
極
的
な
主
体
で
は
な
か
っ
た
。
二
○
世
紀
初
頭
に
お
い
て

は
、
ド
イ
ツ
資
本
が
石
油
、
電
機
な
ど
の
部
門
に
お
い
て
ル
ー
マ
ニ
ア
を
は
じ
め
バ
ル
カ
ン
諸
国
に
進
出
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
資
本
は
ハ

ン
ガ
リ
ー
お
よ
び
バ
ル
カ
ン
諸
国
の
鉱
山
お
よ
び
鉄
道
部
門
に
進
出
し
て
い
た
。
後
述
の
よ
う
に
第
一
次
大
戦
後
に
は
ア
メ
リ
カ
資
本
が

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
お
よ
び
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
主
と
し
て
政
府
借
款
の
形
で
進
出
し
た
が
、
第
二
次
大
戦
直
前
に
は
ド
イ
ツ
資
本
が
暴
力

的
に
東
欧
全
域
を
支
配
下
に
お
さ
め
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

一一一ハーー



東
欧
査
本
主
義
の
後
進
性
は
そ
の
農
業
榊
造
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
一
部
の
例
外
を
の
ぞ
い
て
土
地
所
有
は
極
端
な
両
極
分
解

を
示
し
、
農
村
で
は
貧
農
、
零
細
農
民
の
大
群
と
一
％
以
下
の
巨
大
地
主
と
が
対
立
し
て
い
た
。
土
地
所
有
規
模
に
よ
る
階
層
分
類
は
、

東
欧
に
お
い
て
は
お
お
む
ね
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
が
貧
農
、
五
’
一
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
中
農
、
一
○
’
五
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
富
農
、
五
○

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
が
地
主
と
さ
れ
る
の
で
、
以
下
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
各
国
別
の
構
造
を
表
示
す
る
。

第８表ハンガリーの土地所有規模（1895年統叶）
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五
％
を
占
め
る
一
一
○
○
万
以
上
の
貧
農
経
営
は
平
均
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
所
有
規
模
に
と
ど
ま
り
、
他
方
で
地
主
経
営
三
万
は
平
均
五

○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
所
有
者
で
あ
っ
た
。

寄
生
地
主
的
土
地
所
有
の
も
と
の
で
の
半
封
建
的
小
作
関
係
が
支
配
的
で
あ
っ
た
ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
、
無
土
地
農
民
三
○
万
戸
を
含
め

た
一
○
○
万
以
上
の
貧
農
経
営
に
七
、
八
○
○
の
地
主
（
平
均
所
有
規
模
五
○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
）
が
対
立
し
、
地
主
経
営
は
そ
の
所

第１０表ポーランドの土地所有規模（1921年統計）

艇業経営比率｜土地而荊比率
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ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
ユ
ン
カ
ー
的
大
経
営
が

支
配
的
で
あ
り
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
い
て
は
寄
生
地
主
的
土
地
所
有

が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
三
国
に
お
け
る
土
地
所
有
の
両
極
分

解
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
経
営
数
の
七
三

％
を
占
め
る
約
二
○
○
万
の
貧
農
経
営
は
土
地
面
菰
の
一
五
％
以
下

し
か
所
有
せ
ず
、
一
戸
平
均
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
土
地
所
有
規
模

で
あ
っ
た
。
し
か
も
経
営
数
の
過
半
を
占
め
る
約
一
五
○
万
の
零
細

経
営
の
場
合
に
は
、
二
戸
平
均
で
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
所
有
規

模
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
他
方
で
一
％
の
地
主
経
営
（
一
一
万
四
○

○
○
）
は
土
地
の
四
八
％
を
所
有
し
、
平
均
所
有
規
模
は
四
○
○
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
わ
ず
か
四
、
○
○
○
の
巨
大

地
主
は
平
均
『
七
○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
所
有
者
で
あ
っ
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
事
態
は
基
本
的
に
同
様
で
、
経
営
数
の
六

の
土
地
所
有
規
模
に
と
ど
ま
り
、
他
方
で
地
主
経
営
三
万
は
平
均
五

二
六
四



有
地
の
約
六
制
を
小
作
地
と
し
て
貸
出
し
て
い
た
。

独
立
以
前
の
チ
〒
一
二
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
い
て
は
、
当
時
ハ
ン
ガ
リ
ー
支
配
下
に
あ
っ
た
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
地
方
で
は
七
三
帖
の
貧
艇
経

営
が
土
地
面
秋
の
一
五
％
を
所
有
し
、
一
％
の
地
主
（
主
と
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
）
が
土
地
面
秋
の
五
○
％
を
占
め
る
と
い
う
ほ
ぼ
ハ
ン

ガ
リ
ー
な
み
の
両
極
分
解
を
示
し
て
い
た
。
チ
ェ
ニ
地
方
も
一
八
九
六
年
統
計
に
よ
れ
ば
八
三
％
の
貧
農
経
営
が
土
地
の
一
四
％
を
所
有

す
る
反
面
で
○
・
四
％
の
地
主
が
土
地
の
四
一
％
を
占
め
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
富
農
層
も
か
な
り
の
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
よ
う
で

（
鍋
）

あ
る
。
し
か
し
工
業
的
に
発
達
し
た
チ
ェ
コ
地
方
の
場
合
で
も
、
平
均
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
前
後
の
貧
農
経
営
一
○
○
万
に
対
し
て
、
主
と
し

りて
ド
イ
ツ
人
か
ら
な
る
ひ
と
に
ぎ
り
の
巨
大
地
主
が
対
置
さ
れ
る
と
い
う
状
態
が
．
農
業
の
盗
本
主
義
的
発
展
を
阻
害
し
、
股
業
生
産
力

こ
の
点
で
特
殊
な
例
外
を
な
す
の
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
あ
る
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
一
八
七
八
年
の
ト
ル
ニ
帝
国
か
ら
の
解
放
に

と
も
な
う
一
八
八
五
年
の
土
地
改
革
に
お
い
て
地
主
的
土
地
所
有
が
廃
止
さ
れ
、
小
農
民
経
営
が
支
配
的
と
な
っ
た
。
一
八
九
七
年
の
統

計
に
よ
れ
ば
、
土
地
所
有
規
模
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
貧
農
経
営
が
経
営
数
の
五
七
％
、
土
地
面
讃
の
一
一
二
％
を
占
め
、
五
’
一
○
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
中
農
が
経
営
数
の
二
五
％
、
土
地
面
祇
の
二
七
％
、
一
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
富
農
（
大
部
分
は
三
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
）
が

（
卸
）

経
営
数
の
一
八
％
、
土
地
面
秋
の
五
一
％
を
占
め
て
い
た
。
土
地
所
有
規
模
三
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
農
業
経
営
は
総
数
の
一
％
強
で
、

そ
の
平
均
土
地
所
有
規
模
は
五
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
こ
え
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
農
村
に
お
け
る
基
本
的
対
立
は
艇
民
の
基

本
的
大
衆
と
巨
大
地
主
と
の
土
地
所
有
関
係
を
め
ぐ
る
対
立
で
は
な
く
、
農
民
内
部
で
の
半
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
避
民
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
農

民
と
の
階
級
対
立
で
あ
っ
た
。

の
相
対
的
低
位
を
規
定
し
た
。

．
し
か
し
、
こ
の
地
主
的
土
地
所
有
の
一
掃
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
経
済
の
盗
本
主
義
的
特
展
を
他
の
東
欧
諸
国
以
上
に
促
進
し
た
わ
け
で
は

來
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件

二
六
五



な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
前
掲
の
第
三
ｌ
第
五
表
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
っ
た
か
。
「
こ
の
問
題
に
た
い

す
る
解
答
と
し
て
は
第
一
腱
、
五
世
紀
に
わ
た
る
ト
ル
コ
の
支
配
と
そ
の
も
と
で
の
工
業
の
未
発
達
第
二
に
ｌ
こ
れ
が
主
要
な
も

の
な
の
で
あ
る
が
ｌ
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
解
放
が
世
界
資
本
主
義
の
帝
国
主
義
段
階
へ
の
突
入
の
時
期
と
一
致
し
た
こ
と
の
一
一
原
因
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
経
済
的
に
お
く
れ
た
小
国
ブ
ル
ガ
リ
ア
は
、
そ
の
解
放
後
た
だ
ち
に
、
バ
ル
カ
ン
半
島
に
自
己
の
支
配
を
う
ち
た
て
よ
う

と
し
て
互
い
に
競
争
す
る
帝
国
主
義
列
強
の
闘
争
舞
台
と
化
し
て
ゆ
く
。
国
内
産
業
の
発
達
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
ブ
ル
ガ
リ
ア
・
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
あ
ら
ゆ
る
試
み
も
、
外
国
盗
本
の
侵
入
の
ま
え
に
は
ま
っ
た
く
無
力
で
あ
り
、
か
く
し
て
ブ
ル
ガ
リ
ア
は
、
帝
国
主
義
列

（
鰯
）

強
の
農
業
的
附
属
物
と
し
て
世
界
資
本
主
義
体
制
に
組
み
い
れ
ら
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」

ブ
ル
ガ
リ
ア
以
外
の
東
欧
諸
国
に
お
い
て
は
、
帝
国
主
義
の
政
治
的
経
済
的
支
配
と
前
近
代
的
農
業
榊
造
と
が
両
面
に
お
い
て
資
本
主

義
的
発
展
を
阻
害
し
、
こ
の
両
者
の
政
治
的
代
表
が
基
本
的
に
政
権
を
蟻
握
し
て
お
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
政
治
勢
力
の
活
動
の
余
地
は
大

き
く
な
か
っ
た
。
二
○
世
紀
初
頭
に
お
い
て
、
一
九
○
○
’
○
三
年
の
経
済
恐
慌
に
よ
る
打
撃
と
一
九
○
五
’
○
七
年
の
ロ
シ
ア
第
一
革

命
の
衝
撃
に
よ
っ
て
東
欧
諸
地
域
で
は
下
か
ら
の
革
命
的
大
衆
運
動
あ
る
い
は
上
層
で
の
政
治
危
機
が
体
制
を
ゆ
る
が
し
た
が
、
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
体
制
の
根
本
的
枇
判
た
り
え
ず
、
体
制
内
の
再
編
成
と
し
て
の
一
定
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
進
化
を
も
た
ら
し
た
に
と
ど
ま
っ

た
。
前
者
、
す
な
わ
ち
革
命
的
大
衆
運
動
は
、
小
作
料
引
下
げ
要
求
に
端
を
発
し
て
数
万
の
農
民
が
首
都
を
包
囲
す
る
に
い
た
っ
た
一
九

○
七
年
春
の
ル
ー
マ
ニ
ア
の
農
民
蜂
起
に
そ
の
集
中
的
表
現
を
見
出
し
、
後
者
す
な
わ
ち
上
層
の
政
治
危
機
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
関

税
自
主
権
を
要
求
し
て
巨
大
地
主
層
と
対
立
し
た
一
九
○
五
’
○
六
年
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
。
ル
ー
ゴ
ー
ア
の
農
民
蜂

起
は
そ
の
鎮
圧
後
に
一
連
の
農
業
改
革
を
も
た
ら
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
政
治
危
機
は
、
よ
り
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
政
治
勢
力
へ
の
権
力
の
移

（
錨
）

動
を
も
た
ら
し
た
が
、
関
税
自
主
権
は
放
棄
さ
れ
た
。

一
一
一
ハ
ー
ハ



か
く
し
て
、
東
欧
資
本
主
義
の
自
主
的
発
展
の
課
題
、
そ
の
後
進
性
脱
却
の
課
題
は
、
帝
国
主
義
的
支
配
お
よ
び
巨
大
土
地
所
有
者
と

の
対
決
を
と
も
な
わ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
れ
を
な
し
う
る
た
め
に
は
東
欧
諸
国
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
あ
ま
り
に
も
微
力
で
あ
っ
た
。
す
で

に
二
○
世
紀
初
頭
に
お
い
て
萠
芽
的
に
示
さ
れ
た
こ
の
事
実
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
過
程
に
お
い
て
ふ
た
た
び
確
認
さ
れ
、
第
二
次
大
戦

後
に
お
い
て
、
社
会
主
義
の
建
設
を
め
ざ
す
闘
争
の
中
に
お
い
て
東
欧
資
本
主
義
の
課
題
が
最
終
的
に
解
決
さ
れ
る
に
い
た
る
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
東
欧
資
本
主
義
の
後
進
性
が
か
え
っ
て
社
会
主
義
へ
の
展
望
を
早
期
に
必
要
と
さ
せ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は

ま
た
、
第
二
次
大
戦
後
の
東
欧
社
会
主
義
が
負
わ
さ
れ
た
負
の
遺
産
の
大
き
さ
を
も
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
節
に
お
い
て
は
、
第
一
次
大
戦
後
に
お
け
る
前
記
の
課
題
の
革
命
的
解
決
の
試
み
と
そ
れ
に
対
す
る
体
制
側
の
対
応
に
つ
い
て
、
主

と
し
て
土
地
改
革
お
よ
び
そ
の
結
果
を
検
討
す
る
。

２
第
一
次
大
戦
後
の
東
欧
に
お
け
る
革
命
と
反
革
命

東
欧
資
本
主
義
の
自
立
的
発
展
を
阻
害
し
た
外
圧
と
し
て
の
帝
国
主
義
的
支
配
は
、
第
一
次
大
戦
に
お
け
る
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
の
敗
北

と
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
と
に
よ
っ
て
大
き
く
動
揺
し
た
。
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
の
後
退
は
英
仏
帝
国
主
義
の
進
出
に
よ
っ
て
代
位
さ

れ
た
が
、
直
接
的
な
政
治
的
支
配
は
東
欧
全
域
に
お
い
て
消
滅
し
た
。
ロ
シ
ア
革
命
は
、
単
に
ロ
シ
ア
帝
国
主
義
を
消
滅
さ
せ
た
の
み
で

は
な
く
、
東
欧
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
に
新
た
な
革
命
的
要
素
を
も
ち
こ
み
、
輔
命
的
マ
ル
ク
ス
主
義
が
い
わ
ば
新
た
な
外
圧
と
し
て
東
欧

に
疹
透
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
現
実
に
強
大
な
社
会
主
義
国
家
が
国
際
的
な
日
一
自
月
・
〔
ロ
○
三
の
『
の
一
角
と
し
て
出
現

し
た
こ
と
は
、
帝
国
主
義
諸
国
に
も
大
き
な
圧
力
と
な
り
、
新
型
帝
国
主
義
の
一
タ
イ
プ
と
し
て
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
的
民
主
主
義
が
ヴ
ェ
ル

サ
イ
ユ
体
制
の
外
被
と
し
て
登
場
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件

一
一
六
七



労
働
者
階
級
を
と
ら
え
た
革
命
的
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
ロ
シ
ア
革
命
の
直
接
的
形
騨
に
よ
る
と
は
い
え
、
理
論
的
に
は
ド
イ
ツ
社
会
民

主
党
以
来
の
民
族
問
題
お
よ
び
農
業
問
題
の
軽
視
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
「
人
民
主
義
」
と
よ
ば
れ
る

農
民
思
想
は
、
勤
労
農
民
に
よ
る
小
土
地
所
有
を
基
礎
と
し
た
農
民
的
社
会
主
義
を
か
か
げ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
含
め
た
都
市
人
口

と
農
民
と
の
対
立
を
基
本
的
矛
盾
と
み
な
し
て
い
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
微
弱
な
東
欧
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と

要
因
で
あ
っ
た
。

東
欧
内
部
の
階
級
関
係
に
お
い
て
は
、
大
別
し
て
、
少
数
の
鉱
工
業
労
働
者
、
多
数
の
農
民
屑
、
都
市
の
商
工
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
、

お
よ
び
大
土
地
所
有
者
Ⅱ
金
融
資
本
Ⅱ
帝
国
主
義
の
癒
着
（
人
的
に
も
）
に
よ
る
支
配
的
諸
階
級
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
が
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
に
も
、
こ
れ
ら
の
四
者
に
対
応
し
て
革
命
的
マ
ル
ク
ス
主
議
、
避
民
思
想
と
し
て
の
「
人
民
主
義
」
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
雄
、

お
よ
び
先
駆
的
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
四
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
潴
階
級
、
諸
政
治
勢
力
お
よ
び
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
外
圧
の
変
化

を
利
用
し
つ
つ
ど
の
よ
う
な
連
合
関
係
を
形
成
し
た
か
と
い
う
こ
と
が
、
東
欧
に
お
け
る
革
命
と
反
革
命
の
力
関
係
を
決
定
す
る
大
き
な

し
た
が
っ
て
、
第
一
次
大
戦
後
の
東
欧
に
お
い
て
は
、
一
方
で
は
ロ
シ
ア
革
命
が
思
想
的
影
瀞
の
み
な
ら
ず
現
実
に
帝
国
主
幾
に
対
す

る
対
抗
力
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
他
方
で
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
的
民
主
主
義
が
一
時
的
に
せ
よ
東
欧
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
勢
力
を
強
化
す
る

役
割
を
果
し
た
た
め
に
、
旧
支
配
勢
力
を
打
倒
す
る
た
め
の
有
利
な
情
勢
が
つ
く
り
だ
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
革
命
は
当
時
な
お
革

命
運
動
を
国
際
的
に
援
助
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
微
力
で
あ
り
、
他
方
で
ウ
ィ
ル
ソ
ン
的
外
被
を
ぬ
ぎ
捨
て
た
ヴ
ェ
ル
サ
イ
『
一
体
制
に
よ

る
国
際
的
反
革
命
の
結
集
に
よ
っ
て
、
東
欧
で
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
的
な
改
革
で
す
ら
も
あ
る
い
は
圧
殺
さ
れ
、
あ
る
い
は
き
わ
め

て
不
十
分
に
実
施
さ
れ
た
に
と
ど
ま
り
、
一
九
二
○
年
代
中
ご
ろ
ま
で
に
先
駆
的
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
東
欧
の
か
な
り
の
地
域
を
支
配
す
る
に

い
た
る
の
で
あ
る
。

二
六
八



命
）

こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
詳
論
？
お
よ
び
第
一
次
大
戦
直
後
の
具
体
的
な
歴
史
過
程
の
分
析
は
近
く
発
表
の
筆
者
の
別
論
文
に
ゆ
ず
る
が
、

図
式
的
に
表
現
す
れ
ば
、
第
一
次
大
戦
後
の
政
治
過
程
は
、
革
命
的
マ
ル
ク
ス
主
義
と
他
の
政
治
勢
力
と
の
有
効
な
連
合
が
形
成
さ
れ

ず
、
革
命
的
マ
ル
ク
ス
主
義
が
孤
立
し
て
国
際
的
反
革
命
に
う
ち
た
お
さ
れ
た
過
程
で
あ
り
、
こ
の
教
訓
が
三
○
年
代
の
人
民
戦
線
戦
術

を
も
た
ら
し
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
、
マ
ル
ク
ス
主
義
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
・
農
民
思
想
の
協
力
と
し
て
の
人
民
民
主
主
義
革

命
を
成
功
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

一
九
一
九
年
三
月
’
八
月
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
は
、
国
際
的
な
反
革
命
の
包
囲
の
中
で
孤
立
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
敗
北

し
た
．
ハ
ン
ガ
リ
！
ソ
ヴ
ニ
ト
政
権
の
農
業
篝
の
あ
や
ま
り
ｌ
土
地
を
農
民
に
分
配
せ
ず
犬
鑿
篝
の
農
業
コ
ン
ミ
ニ
ー
ン

（
鍋
）

へ
の
急
速
な
輻
化
を
予
定
し
た
こ
と
ｌ
も
敗
北
の
一
因
と
さ
れ
て
い
る
が
し
か
し
こ
こ
で
は
当
時
の
ソ
ヴ
ヱ
ト
蕊
の
経
済
政
策

の
責
任
者
で
あ
っ
た
ヴ
ァ
ル
ガ
が
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
軍
事
的
な
必
要
か
ら
農
業
生
産
の
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
至
上
命
令
と
さ

（
鍋
）

れ
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
農
業
政
策
の
あ
や
ま
り
は
い
わ
ば
潜
在
的
な
敗
因
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
ブ
ル
ガ
リ

ア
農
民
同
盟
政
府
と
野
党
第
一
党
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
産
党
と
の
対
立
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
右
翼
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
る
両
者
の
各
個
撃
破

は
、
農
業
綱
領
を
め
ぐ
る
対
立
が
革
命
を
流
産
さ
せ
、
先
駆
的
フ
γ
シ
ズ
ム
の
支
配
を
ま
ね
い
た
典
型
的
な
実
例
で
あ
っ
た
。

前
述
の
よ
う
な
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
お
け
る
土
地
所
有
の
特
殊
な
性
格
に
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
農
業
綱
領
の
争
点
は
地
主
所
有
地
の
分
割
に

東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件

一
一
六
九

的
」
で
あ
る
。

ウ
ィ
ル
ソ
ン
的
民
主
主
義
が
結
合
し
た
も
の
で
あ
っ
た
、
先
駆
的
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
、
主
と
し
て
大
土
地
所
有
者
か
ら
な
る
旧
来
の
支
配
勢

力
が
国
際
的
反
革
命
と
結
合
し
て
革
命
運
動
な
い
し
急
進
的
改
革
を
暴
力
的
に
圧
殺
し
た
も
の
で
あ
り
、
の
ち
に
本
格
的
フ
ァ
シ
ズ
ム
た

る
ナ
チ
ズ
ム
の
前
に
あ
る
い
は
税
極
的
に
協
力
し
あ
る
い
は
消
極
的
に
抵
抗
し
な
が
ら
吸
収
さ
れ
る
に
い
た
る
。
そ
の
意
味
で
「
先
駆



革
命
的
マ
ル
ク
ス
主
義
が
農
民
の
土
地
要
求
を
評
価
で
き
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
旧
支
配
勢
力
は
土
地
改
革
の
公
約
を
反
革
命
結
集

の
た
め
に
最
大
限
に
利
用
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
一
九
二
○
年
夏
の
ロ
シ
ア
赤
顛
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
接
近
の
さ
い
に
土
地
改
革
が
公
約

さ
れ
た
が
、
赤
軍
後
退
と
と
も
に
公
約
の
実
施
は
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
さ
れ
、
土
地
改
革
の
具
体
的
耕
手
は
一
九
二
五
年
末
ま
で
ひ
き
の
ば
さ

れ
た
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
で
は
建
国
後
ま
も
な
く
土
地
改
革
が
蒜
手
さ
れ
た
が
、
そ
の
政
治
的
意
図
は
、
初
代
大
統
領
ト
ー
マ
ス
．

Ｇ
・
マ
サ
リ
ヅ
ク
に
よ
れ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
戦
後
わ
が
国
に
は
飢
餓
と
貧
困
が
存
在
し
、
民
衆
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
大
土
地
所
有
を
敵
視
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
土
地
収
用
法
に

よ
っ
て
社
会
的
爆
発
を
予
防
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
民
衆
に
は
土
地
を
受
け
と
る
希
望
が
つ
く
り
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
土
地
改
革
は
そ

（
仇
）

の
当
初
に
お
い
て
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
沈
静
作
用
を
有
し
て
い
た
。
」
こ
の
沈
静
作
用
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ァ
領
有
を
め
ぐ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー

と
の
民
族
主
義
的
対
立
と
と
も
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
へ
の
波
及
を
阻
止
す
る
効
果
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。

し
、
短
期
間
で
粉
砕
』

（
組
）

げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

二
七
○

つ
い
て
で
は
な
く
、
「
勤
労
農
民
的
土
地
所
有
」
の
確
立
か
土
地
の
国
有
化
か
で
あ
っ
た
。
一
九
二
○
年
に
単
独
で
政
権
を
握
っ
た
ブ
ル

ガ
リ
ア
農
民
同
盟
が
「
勤
労
土
地
所
有
権
法
」
に
よ
っ
て
土
地
所
有
規
模
を
攝
響
向
三
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
制
限
し
急
進
的
な
農
業
璽
牟
を
意

図
し
た
の
に
対
し
て
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
産
党
は
「
勤
労
農
民
的
土
地
所
有
」
の
構
想
は
反
動
的
で
あ
る
と
し
て
土
地
国
有
化
の
要
求
を
対

置
し
た
。
一
九
二
三
年
六
月
の
右
翼
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
農
民
同
盟
政
府
が
倒
さ
れ
た
さ
い
に
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
産
党
は
「
都
市
の

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
も
農
村
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
も
反
対
」
と
し
て
中
立
の
態
度
を
と
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
党
内
の
批
判
と
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
の
勧
告
と
に
よ
っ
て
三
カ
月
後
の
一
九
二
三
年
九
月
に
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
産
党
は
農
民
同
盟
左
派
と
と
も
に
武
装
蜂
起
を
決
行

し
、
短
期
間
で
粉
砕
さ
れ
は
し
た
も
の
の
、
こ
の
時
は
じ
め
て
統
一
綱
領
に
「
”
勤
労
農
民
に
土
地
を
“
の
原
則
の
完
全
実
施
」
が
か
か



ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
、
一
九
○
七
年
の
農
民
蜂
起
鎮
圧
後
、
一
連
の
農
業
改
革
に
よ
っ
て
富
農
層
育
成
が
は
か
ら
れ
た
が
、
第
一
次
大
戦

中
に
も
ル
ー
マ
ー
ー
ア
国
王
は
戦
線
の
兵
士
た
ち
に
土
地
分
配
を
公
約
し
、
戦
後
た
だ
ち
に
土
地
改
革
勅
令
を
発
し
た
。
こ
こ
で
も
、
ロ
シ

ア
革
命
お
よ
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
の
波
及
を
阻
止
し
、
大
ル
ー
ニ
ー
ァ
の
領
土
的
統
一
を
達
成
す
る
手
段
と
し
て
土
地
改
革
が
選
択
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
が
直
接
的
に
は
ル
ー
マ
ニ
ア
の
軍
隊
に
よ
っ
て
打
倒
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
結
果
で
あ
っ
た
。

土
地
改
革
そ
の
も
の
は
圧
倒
的
多
数
の
農
民
の
要
求
で
あ
り
、
ま
た
、
資
本
主
義
的
工
業
化
の
基
礎
条
件
の
創
出
と
し
て
の
ブ
ル
ジ
ョ

ア
的
要
求
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
一
次
大
戦
後
の
東
欧
に
お
け
る
土
地
改
革
の
実
施
は
、
帝
国
主
義
の
一
時
的
後
退
、
革
命
運
動
の

鎮
圧
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
大
土
地
所
有
者
自
体
の
イ
ー
ー
シ
ア
チ
ブ
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
一
定
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
進
化
と
い
う
性
格

を
持
ち
、
そ
の
意
味
で
は
ま
さ
に
地
主
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
反
革
命
の
一
環
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
次
大
戦
後
に
東
欧
諸
国
で
実

施
さ
れ
た
土
地
改
革
に
関
し
て
は
、
そ
の
偽
臓
的
性
格
、
お
よ
び
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
進
化
の
両
面
性
を
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
鰹
）

こ
の
土
地
改
革
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
第
二
次
大
戦
後
の
土
地
改
革
と
の
関
連
に
お
い
て
考
察
し
た
宇
高
基
輔
氏
の
二
論
文
が
く
わ
し

い
が
、
こ
こ
で
は
各
国
別
の
特
徴
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

ブ
ル
ガ
リ
ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
土
地
改
革
は
、
革
命
ま
た
は
急
進
的
改
革
の
挫
折
に
よ
っ
て
特
殊
な
形
態
を
と
っ
た
。
ブ
ル
ガ

リ
ア
で
は
、
ス
タ
ン
ポ
リ
ス
キ
ー
の
避
民
同
盟
政
府
に
よ
る
「
勤
労
土
地
所
有
権
法
」
（
一
九
二
一
年
四
月
二
五
日
採
択
）
が
土
地
所
有

の
最
高
限
度
と
直
接
耕
作
の
場
合
三
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
そ
れ
以
外
の
場
合
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
制
限
し
、
零
細
農
民
、
艇
業
労
働
者
へ
の
分

配
を
予
定
し
た
勤
労
土
地
所
有
権
フ
ォ
ン
ド
に
八
万
一
、
六
五
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
集
め
た
が
、
一
九
一
一
三
年
六
月
の
ク
ー
デ
タ
ー

以
後
、
こ
の
う
ち
約
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
収
用
地
は
旧
地
主
に
返
環
さ
れ
、
残
余
の
三
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
国
有
地
も
農
民
に
分
配
さ

（
妃
）

れ
ず
小
作
地
と
し
て
貸
出
さ
れ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
戦
後
革
命
の
過
程
で
ブ
ル
ジ
ョ
ア
共
和
国
の
土
地
分
配
法
（
一
九
一
九
年
二
月

東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件

一
一
七
一



一
七
日
）
、
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
の
土
地
社
会
化
法
（
同
年
四
月
一
一
一
日
）
、
ホ
ル
テ
ィ
反
革
命
政
権
の
土
地
改
革
法
（
一
九
二
○
年
一
二
月
七

日
）
が
次
々
に
施
行
さ
れ
た
。
土
地
分
配
法
は
土
地
所
有
規
模
を
二
○
○
ホ
ル
ド
（
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
制
限
し
、
そ
れ
を
こ
え
る

分
を
収
用
し
て
三
’
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
ず
つ
農
民
に
分
配
す
る
こ
と
を
予
定
し
、
土
地
社
会
化
法
は
一
○
○
ホ
ル
ド
（
約
五
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
以
上
の
所
有
地
を
無
償
没
収
し
て
国
営
大
農
場
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
短
令
に
終
り
、
一
、
○
○
○
ホ
ル

ド
（
五
七
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
以
上
の
大
土
地
所
有
の
一
五
’
二
○
％
を
財
産
税
と
し
て
納
付
さ
せ
る
こ
と
を
規
定
し
た
土
地
改
革
法
の
み

が
残
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
反
革
命
の
勝
利
の
結
果
、
土
地
改
革
は
実
際
上
存
在
せ
ず
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
土
地
分
配
の

（
坐
）

極
端
な
不
平
等
は
そ
の
ま
ま
存
続
し
た
の
で
あ
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
三
国
に
お
い
て
は
、
一
九
二
○
年
代
に
一
応
の
土
地
改
革
が
実
施
さ
れ
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
一
九
二
四
’
一
一
五
年
の
農
民
運
動
の
激
化
に
よ
っ
て
土
地
改
革
公
約
の
実
現
を
せ
ま
ら
れ
、
土
地
改
革
法
（
一
九
二

五
年
一
二
月
二
八
日
）
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
農
村
地
域
の
土
地
所
有
規
模
を
一
八
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
都
市
地
域
で
は
六
○
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
制
限
し
、
そ
れ
を
こ
え
る
分
を
国
家
が
毎
年
二
○
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
す
る
ま
で
買
上
げ
、
農
民
に
分
配
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
第
二
次
大
戦
ま
で
に
約
二
六
○
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
が
農
民
に
分
配
さ
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
国
家
に
よ
る
分

配
は
約
九
○
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
す
ぎ
ず
、
全
体
の
一
一
一
分
の
二
は
土
地
改
革
法
を
利
用
し
て
大
土
地
所
有
者
が
劣
等
地
を
高
価
で
農
民
に
直

屈
）

接
売
却
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
土
地
改
董
・
は
む
し
ろ
、
地
主
に
と
っ
て
は
劣
等
地
処
分
の
好
機
会
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
は
、
大
所
有
地
収
用
法
（
一
九
一
九
年
四
月
一
六
日
）
お
よ
び
収
用
地
分
配
法
（
一
九
二
○
年
一
月
三
○

日
）
に
よ
っ
て
、
農
地
は
一
五
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
こ
え
る
分
、
そ
れ
以
外
の
土
地
は
二
五
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
こ
え
る
分
を
国
家
が
買
上

げ
、
合
計
四
○
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
農
民
に
分
配
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
土
地
改
革
が
事
実
上
う
ち
き
ら
れ
た
一
九
三
○
年

七

二



第
二
表
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
の
み
土
地
所
箪
実
施
以
前
の
数
字
（
前
掲
第
一
○
表
に
同
じ
）
で
あ
る
の
は
、
経
営
規
模
別
に
経
営

数
と
土
地
面
預
と
を
明
ら
か
に
し
た
統
計
は
二
大
戦
間
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
一
九
二
一
年
セ
ン
サ
ス
の
み
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
九
三

一
年
セ
ン
サ
ス
で
は
経
営
数
の
み
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
貧
農
経
営
数
は
一
九
一
一
一
年
の
一
一
一

○
万
九
○
○
○
戸
か
ら
一
九
一
一
一
一
年
に
は
二
四
七
万
○
○
○
戸
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
増
加
と
家
族
間
分
割
の
た
め
土
地
所
有

規
模
は
ま
す
ま
す
零
細
化
し
、
一
九
一
一
五
年
か
ら
一
九
三
五
年
ま
で
に
五
’
一
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
中
農
経
営
は
一
九
％
減
少
し
た
と
い
わ

（
蛸
）

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
も
、
土
地
改
革
以
後
も
土
地
所
有
の
両
極
分
解
が
進
行
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
東
欧
諸
国
で
は
土
地
改
革
に
よ
っ
て
も
農
業
諸
関
係
の
根
本
的
変
革
と
い
う
課
題
は

解
決
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
工
業
的
に
も
っ
と
も
発
達
し
た
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
い
て
も
つ
ね
に
そ
の
工
業

東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件

一
一
七
三

が
次
表
で
あ
る
。

ま
で
に
実
際
に
収
用
さ
れ
た
土
地
は
一
七
○
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
と
ど
ま
り
、
し
か
も
農
民
に
分
配
さ
れ
た
の
は
う
ち
六
四
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
み
で
、
一
戸
平
均
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
で
あ
っ
題
・

ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
、
土
地
改
革
勅
令
（
一
九
一
八
年
一
一
一
月
一
五
日
）
に
も
と
ず
く
農
業
法
（
一
九
一
一
一
年
七
月
一
七
日
）
に
よ
っ

て
、
不
在
地
主
の
土
地
は
全
部
、
耕
作
地
主
の
土
地
は
一
○
○
’
五
○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
こ
え
る
分
が
収
用
さ
れ
て
農
民
に
分
配
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
一
一
一
○
年
ま
で
に
全
部
で
六
○
○
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
が
収
用
さ
れ
、
う
ち
一
一
一
六
三
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
約
一
一
○
○

（
灯
）

万
の
農
民
経
営
に
分
配
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
他
の
東
欧
諸
国
に
比
し
て
も
っ
と
も
徹
底
し
た
土
地
改
革
が
行
な
わ
れ

た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
土
地
分
配
の
極
端
な
不
均
衡
が
若
干
緩
和
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
土
地
璽
単
の
結
果
と
し
て
の
、
一
九
三
○
年
代
初
頭
に
お
け
る
東
欧
諸
国
の
土
地
所
有
規
模
を
統
一
的
に
示
し
た
の
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第１２表小麦収穫高（1930-34年平均）

キンタール／
エーカー

１２．７ 

１０．４ 

９．３ 

９．２ 

8.0 

７．１ 

東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件

デ
オ
イ
ド
ス

チェコスロヴァキア

ハンガリー

ポ－ランド

ブルガリァ

ュゴ

ノレ-マニア

ク
ダ
ス
ッ
ス

。
ン
リ

マ
イ
イ

ン
ラ
ギ

DoreenWarriner：RevolutiminEasternEurope，Ｌｏｎｄｏｎ，1950, 

ｐ、１４３

３
－
－
大
戦
間
に
お
け
る
経
済
発
展
と
課
題

東
欧
諸
国
に
お
け
る
第
一
次
大
戦
後
の
土
地
改
革
が
地
主
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
反
革
命
と
し

て
着
手
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
的
土
地
改
革
と
し

て
は
不
徹
底
に
終
っ
た
こ
と
は
、
前
節
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
た
、
限

ら
れ
た
意
味
に
せ
よ
一
定
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
進
化
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

土
地
改
革
は
、
農
民
の
不
満
が
体
制
的
危
機
を
も
た
ら
す
危
険
を
緩
和
し
た
と
と
も
に
、
第

一
次
大
戦
で
の
敗
北
に
よ
る
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
の
後
退
、
東
欧
各
国
に
お
け
る
政
治
的
独
立

の
達
成
と
あ
い
ま
っ
て
、
東
欧
資
本
主
義
に
対
し
て
、
一
定
の
自
立
的
工
業
発
展
の
道
を
開

く
も
の
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
の
復
活
強
化
と
一
九
一
一
九
年
恐
慌
と
に
よ
っ
て
短
命

に
終
っ
た
と
は
い
え
、
世
界
資
本
主
義
の
相
対
的
安
定
期
と
い
わ
れ
る
一
九
一
一
○
年
代
後
半

に
は
、
東
欧
諸
国
、
と
く
に
そ
の
北
半
部
の
よ
り
工
業
化
さ
れ
た
諸
国
に
お
い
て
は
、
か
な

り
の
工
業
的
発
展
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
工
業
的
発
展
の
性
格
、
一
一
九

年
恐
慌
の
影
響
、
お
よ
び
そ
れ
ら
が
第
二
次
大
戦
後
の
東
欧
に
対
し
て
い
か
な
る
経
済
的
課

二
七
五

で
、
こ
こ
で
も
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
が
東
欧
で
は
も
っ
と
生
産
性
が
高
い
が
、
な
お
か
つ

西
欧
主
要
国
よ
り
も
低
水
準
に
あ
る
と
い
う
、
工
業
の
場
合
と
同
様
の
姿
が
み
ら
れ
る
の
で

あ
る
。



題
を
の
こ
し
た
か
に
つ
い
て
、
略
述
す
る
。

工
業
的
に
も
っ
と
も
発
達
し
た
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
い
て
は
、
二
○
年
代
後
半
に
は
、
工
業
製
品
輸
出
に
主
導
さ
れ
た
急
速
な

経
済
発
展
が
生
じ
た
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
工
業
生
産
が
第
一
次
大
戦
前
の
水
準
を
突
破
し
た
の
は
よ
う
や
く
一
九
二
七
年
で
あ
っ

た
が
、
一
九
二
五
年
に
は
す
で
に
戦
前
比
九
六
％
の
水
準
ま
で
回
復
し
て
い
た
。
こ
の
回
復
の
主
因
は
、
対
独
輸
出
を
中
心
と
し
た
工
業

製
品
輸
出
の
好
調
と
、
土
地
改
革
に
よ
る
鍵
業
生
産
回
復
へ
の
刺
激
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
二
六
年
に
は
、
ド
ー
ズ
案
に
よ
る
ド
イ
ツ

重
工
業
の
復
活
過
程
が
外
国
市
場
に
お
い
て
チ
ェ
コ
製
品
を
後
退
さ
せ
、
チ
ェ
コ
経
済
に
部
分
的
恐
慌
を
も
た
ら
し
た
。
特
徴
的
な
こ
と

は
、
一
九
二
六
年
に
お
け
る
工
業
製
品
輸
出
が
対
前
年
比
わ
ず
か
五
％
の
減
少
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
同
年
に
お
け
る
工
業
生
産
の
低

下
が
対
前
年
比
三
○
％
と
大
幅
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

だ
が
、
一
九
二
七
－
一
一
九
年
に
は
、
本
格
的
な
高
揚
が
到
来
し
た
。
一
九
一
一
九
年
に
は
、
工
業
生
産
は
戦
前
水
準
を
二
○
％
上
回
り
、

と
く
に
重
工
業
に
お
い
て
は
戦
前
水
準
を
四
三
％
上
回
っ
た
。
し
か
し
他
方
で
、
軽
工
業
は
な
お
戦
前
水
準
に
到
達
せ
ず
、
一
一
大
戦
間
を

通
じ
て
戦
前
を
下
回
る
状
態
が
続
い
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
主
要
農
産
物
の
収
穫
高
も
戦
前
水
準
を
突
破
し

た
。
か
く
し
て
、
一
九
二
九
年
に
お
け
る
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
工
業
の
到
達
点
は
、
粗
鋼
生
産
に
お
い
て
世
界
第
七
位
、
石
炭
採
堀
に

（
⑲
）
 

お
い
て
世
界
第
一
○
位
（
褐
炭
で
は
世
界
第
二
位
）
、
繊
維
産
業
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
四
位
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

世
界
的
に
著
名
な
巨
大
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
出
現
し
た
。
シ
ュ
コ
ダ
の
諸
工
場
は
兵
器
の
全
種
、
航
空
機
、
自
動
車
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

の
生
産
を
独
占
し
、
一
九
一
一
九
年
の
労
働
者
、
職
員
数
は
四
万
人
に
達
し
て
い
た
。
パ
ー
チ
ャ
は
一
九
三
○
年
に
製
靴
産
業
の
労
働
者
の

半
分
（
一
一
万
人
）
、
靴
の
生
産
高
の
八
○
％
（
二
、
二
五
○
万
足
）
を
占
め
、
当
時
の
世
界
最
大
の
靴
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
。
銀
行
資
本

〈
印
）

の
集
中
も
進
行
し
、
一
九
二
八
年
に
は
、
ジ
ヴ
ノ
ス
テ
ン
カ
銀
行
を
先
頭
と
し
た
八
大
銀
行
が
銀
行
資
本
の
七
○
％
を
占
め
て
い
た
。

二
七
六



チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
は
、
大
恐
慌
直
前
に
世
界
有
数
の
工
業
国
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
前
掲
第
五
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
九
三

八
年
に
お
い
て
な
お
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
は
、
人
口
一
人
あ
た
り
の
工
業
生
産
高
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
平
均
を
下
回
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
チ
ー
ヨ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
エ
業
に
お
け
る
先
進
的
部
門
と
後
進
的
部
門
と
の
格
差
の
大
き
さ
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま

た
、
さ
き
に
み
た
よ
う
に
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
急
速
な
工
業
的
発
展
は
、
ド
イ
ツ
重
工
業
の
一
時
的
な
後
退
を
利
用
し
、
大
恐
慌

直
前
の
世
界
的
ブ
ー
ム
に
便
乗
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
い
て
も
、
そ
の
工
業
的
発
展
の
一
面
性

お
よ
び
脆
弱
性
、
そ
の
意
味
で
の
奇
形
的
発
展
と
い
う
特
徴
は
検
出
可
能
で
あ
る
。

工
業
的
発
展
の
一
面
性
、
脆
弱
性
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
場
合
に
お
い
て
は
い
っ
そ
う
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
、
発
展
テ
ン

ポ
の
緩
慢
さ
を
規
定
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
戦
後
経
済
復
興
は
、
一
九
一
一
一
年
か
ら
一
一
五
年
ま
で
の
対
独
無
関
税
輸
出
（
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ

条
約
に
よ
る
）
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
、
戦
前
水
準
の
半
分
以
下
に
低
下
し
て
い
た
工
業
生
産
は
一
九
二
一
一
一
年
に
は
戦
前
の
三
分
の
一
一
ま

で
回
復
し
、
農
業
生
産
は
同
年
に
ほ
ぼ
戦
前
水
準
を
回
復
し
た
。
こ
の
間
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
輸
出
総
額
の
半
分
は
ド
イ
ツ
市
場
に
む
け

ら
れ
、
主
要
輸
出
品
で
あ
る
石
炭
の
場
合
に
は
、
一
九
二
一
一
一
年
の
輸
出
壁
一
、
二
五
○
万
ト
ン
中
の
八
○
○
万
ト
ン
が
対
独
輸
出
で
あ
っ

し
た
が
っ
て
、
対
独
無
関
税
輸
出
の
期
限
切
れ
（
一
九
二
五
年
六
月
）
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
経
済
に
大
き
な
打
撃
と
な
っ
た
。
こ
の
後
、
一

九
三
○
年
ま
で
ド
イ
ツ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
間
で
”
関
税
戦
争
“
（
相
互
に
関
税
引
上
げ
・
輸
入
制
限
）
が
展
開
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
明
ら

か
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
不
利
で
あ
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
対
独
輸
出
は
激
減
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
農
産
物
輸
出
の
強
行
的
拡
大
に
よ
っ
て
そ

の
輸
出
総
額
の
維
持
に
つ
と
め
よ
う
と
し
た
。
こ
の
結
果
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
農
業
の
諸
矛
盾
を
激
化
さ
せ
、
公
約
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
土
地

改
革
を
一
九
二
五
年
に
着
手
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
対
独
無
関
税
輸
出
の
失
効
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
経
済
危
機
は

東
欧
社
会
主
溌
の
歴
史
的
規
定
条
件

二
七
七
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支
配
的
諸
階
級
内
部
の
対
立
を
激
化
さ
せ
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
急
進
主
義
に
支
持
さ
れ
た
右
翼
軍
部
の
代
表
者
ユ
ー
ゼ
フ
・
ピ
ル
ス
ッ
キ

ー
が
一
九
二
六
年
五
月
に
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
権
力
を
に
ぎ
る
に
い
た
っ
た
。

ピ
ル
ス
ッ
キ
ー
体
制
の
も
と
で
、
一
九
二
六
’
二
八
年
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
経
済
情
勢
は
か
な
り
改
善
さ
れ
た
。
こ
の
改
善
を
促
進
し

た
偶
然
的
要
因
と
し
て
、
九
九
二
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
炭
鉱
ス
ト
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
石
炭
輸
出
が
減
少
し
、
西
欧
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス

自
体
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
石
炭
に
対
す
る
需
要
が
急
増
し
た
こ
と
が
あ
る
。
石
炭
輸
出
の
急
増
に
よ
る
石
炭
産
業
の
回
復
は
他
部
門
に
も
波

及
効
果
を
お
よ
ぼ
し
、
一
九
二
六
年
が
豊
作
で
あ
っ
た
こ
と
と
と
も
に
、
二
六
年
以
後
の
短
期
間
の
経
済
発
展
を
刺
戟
し
た
。
し
か
し
、

工
業
生
産
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
一
九
一
一
八
年
に
も
、
な
お
工
業
生
産
指
数
は
戦
前
の
一
九
一
三
年
水
準
の
九
九
・
五
％
に
す
ぎ
ず
、
結
局

〈
望
）

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
二
大
戦
間
に
工
業
生
産
は
第
一
次
大
戦
前
の
水
準
を
こ
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、
外
国
査
本
の
比
重
の
大
き
さ
で
あ
る
。
一
九
二
六
年
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
石
炭
産
業
の

四
三
％
を
ド
イ
ツ
資
本
が
、
三
八
％
を
フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
が
支
配
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
資
本
の
も
と
に
あ
る
の
は
石
炭
産
業
の
一
八
％
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
鉄
鋼
業
で
は
ド
イ
ツ
資
本
の
二
グ
ル
ー
プ
が
合
計
で
四
七
％
を
支
配
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
資
本
と
チ
ェ
コ
資
本
の
連

合
、
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
資
本
と
ベ
ル
ギ
ー
資
本
の
連
合
が
そ
れ
ぞ
れ
二
○
％
ず
つ
を
支
配
し
て
い
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
資
本
傘
下
に
は
一
三

％
の
み
が
残
っ
た
。
ピ
ル
ス
ッ
キ
ー
・
ク
ー
デ
タ
ー
以
後
に
は
ア
メ
リ
カ
資
本
が
ド
イ
ツ
資
本
と
密
接
に
協
力
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
進
出

し
、
主
と
し
て
金
属
鉱
山
を
支
配
下
に
お
い
た
。
か
く
し
て
、
一
九
二
九
年
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
株
式
資
本
の
三
分
の
一
が
外
国
資
本
の

（
斑
）

手
中
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
二
○
年
代
後
半
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
経
済
に
つ
い
て
は
、
右
翼
独
裁
・
外
資
依
存
下
で
の
緩

慢
な
経
済
発
展
と
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
そ
の
経
済
発
展
は
、
主
と
し
て
外
的
要
因
に
も
と
づ
く
石
炭
輸
出
の
変
動
に
よ

っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
七
八



ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
二
○
年
代
後
半
に
か
な
り
急
速
な
工
業
的
発
展
が
み
ら
れ
た
。
第
一
次
大
戦
の
敗
戦
国
ハ
ン
ガ
リ
ー
で

は
、
一
九
二
○
年
の
工
業
生
産
は
戦
前
の
三
○
％
以
下
に
落
ち
、
一
九
二
四
年
に
も
な
お
戦
前
水
池
の
六
五
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一

（
割
）

九
一
一
七
年
に
は
戦
前
（
一
九
一
一
一
一
年
）
に
対
し
て
一
○
一
一
一
・
七
％
と
な
り
、
一
九
一
一
九
年
に
は
一
一
一
一
・
三
％
に
達
し
た
。
工
業
生
産
の

回
復
と
戦
前
水
準
突
破
を
促
進
し
た
の
は
、
政
治
的
安
定
、
連
盟
借
款
に
よ
る
通
貨
安
定
、
お
よ
び
工
業
保
護
関
税
の
設
置
で
あ
っ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
を
打
倒
し
た
ホ
ル
テ
ィ
体
制
は
一
九
二
一
年
春
の
ペ
ト
レ
ン
内
閣
の
成
立
（
一
九
三
一
年
夏
ま
で
存
続
）
に
よ
っ
て

大
資
本
・
大
地
主
の
ヘ
ゲ
モ
ー
ー
ー
に
よ
る
体
制
的
安
定
を
達
成
し
た
。
一
九
二
四
年
五
月
に
は
国
際
連
盟
を
通
じ
て
（
主
と
し
て
イ
ギ
リ

ス
か
ら
）
巨
額
の
借
款
を
う
け
と
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
天
文
学
的
な
悪
性
イ
ン
フ
レ
を
収
拾
し
た
。
一
九
二
五
年
一
月
一
日
に
は
、
は
じ

め
て
自
主
関
税
を
設
置
し
、
軽
工
業
品
輸
入
に
対
し
て
は
五
○
％
の
関
税
を
賦
課
し
た
。
こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
っ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
軽
工

業
、
と
く
に
繊
維
産
業
は
急
速
に
発
達
し
、
繊
維
産
業
の
生
産
高
は
一
九
一
一
五
年
に
戦
前
の
二
倍
、
一
九
一
一
九
年
に
は
三
倍
と
な
っ
た
。

反
面
で
重
工
業
部
門
は
全
体
と
し
て
戦
前
の
水
準
に
到
達
せ
ず
、
と
く
に
、
鉄
鋼
業
の
回
復
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
機
械
製
造
業
で
は
一
九

一
一
九
年
に
も
戦
前
水
雄
の
八
一
一
・
五
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、
軽
工
業
部
門
で
も
、
戦
前
の
主
導
的
産
業
で
あ
っ
た
食
品
工
業
は

（
弱
）

操
業
度
が
低
下
し
一
九
二
九
年
の
生
産
高
は
戦
前
の
七
七
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
発
展
は
、
一
面
で
は
か
え
っ
て
部
門
間
バ
ラ
ン
ス
の
回
復
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ

っ
た
。
ト
リ
ァ
ノ
ン
条
約
（
一
九
二
○
年
六
月
）
に
よ
っ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
旧
領
土
の
六
八
％
、
人
口
の
五
八
％
を
喪
失
し
た
が
、
そ
れ

ら
は
主
と
し
て
農
業
地
域
お
よ
び
原
燃
料
産
出
地
域
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
旧
領
土
の
一
一
三
％
に
縮
小
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
工
業
生
産

（
弱
）

能
力
の
五
五
・
五
％
が
残
っ
た
が
、
な
か
で
も
機
械
製
造
業
は
九
○
％
が
残
存
し
た
。
か
く
し
て
ト
リ
ア
ノ
ン
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
以
前
よ

り
も
工
業
的
性
格
を
強
め
、
と
く
に
重
工
業
の
比
率
が
高
ま
っ
た
が
、
反
面
で
軽
工
業
部
門
は
戦
前
よ
り
も
弱
体
化
し
、
ま
た
工
業
全
体

東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件

二
七
九



し
か
し
、
敗
戦
国
と
し
て
の
苛
酷
な
条
件
、
お
よ
び
土
地
改
革
の
不
徹
底
に
よ
る
農
業
生
産
の
停
滞
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
全
般
的
な
高
揚

の
中
で
部
門
間
バ
ラ
ン
ス
の
回
復
を
達
成
す
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
重
工
業
部
門
の
全
体
と
し
て
の
停
滞
と
い
う
状
況
の
も
と
で
低
水
準
で

の
バ
ラ
ン
ス
の
あ
る
程
度
の
回
復
が
み
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
二
○
年
代
後
半
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
発
展
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
よ
り

も
急
速
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
資
本
主
義
世
界
の
全
般
的
ブ
ー
ム
の
時
期
と
し
て
は
や
は
り
相
対
的
に
緩
慢
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
時
期
の
ル
ー
マ
ニ
ア
に
つ
い
て
一
言
す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
石
油
産
業
を
中
心
と
し
て
二
○
年
代
後
半
に
工
業
生
産
の
回
復

が
進
ん
だ
。
回
復
を
促
進
し
た
諸
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
新
領
土
穫
得
に
よ
る
国
内
市
場
の
拡
大
、
前
述
の
よ
う
に
ル
ー
マ
ニ

ア
で
は
土
地
改
革
が
一
応
の
成
果
を
み
た
こ
と
、
お
よ
び
、
ド
イ
ツ
の
敗
戦
に
よ
っ
て
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
ド
イ
ツ
石
油
資
産
の
五
一

（
訂
）

％
が
ル
ー
マ
ニ
ア
の
所
有
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
石
油
産
出
高
は
、
一
九
二
一
一
一
年
の
一
五
一
万
ト
ン
か
ら
、
一
九
一
一
九
年
に
は
そ
の
三
倍
に
近
い
四
一
一
八
万
ト
ン

と
な
り
、
大
恐
慌
当
時
に
も
石
油
生
産
は
低
下
せ
ず
、
一
九
三
一
一
一
年
に
は
七
三
○
万
ト
ン
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
石
油
産
業
を
め
ぐ
っ

て
、
二
○
年
代
後
半
に
は
支
配
階
級
内
部
で
対
立
が
激
化
し
た
。
一
九
一
一
一
一
年
か
ら
一
一
八
年
ま
で
政
権
を
握
っ
て
い
た
国
民
自
由
党
は
、

ル
ー
マ
ニ
ア
の
「
自
力
発
展
」
を
目
標
と
し
て
石
油
資
源
の
国
有
化
と
自
力
開
発
を
意
図
し
た
が
、
一
九
二
六
年
に
結
成
さ
れ
た
全
国
農

民
党
は
外
資
依
存
を
主
張
し
て
こ
れ
に
反
対
し
、
王
室
・
軍
部
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
支
持
の
も
と
に
一
九
二
八
年
末
の
総
選

と
し
て
原
料
、
燃
料
の
供
給
不
足
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
旧
ハ
ン
ガ
リ
ー
全
土
か
ら
の
穀
物
集
穣
を
前
提
と
し
て
成
立
し
て
い
た

ハ
ン
ガ
リ
ー
食
品
工
業
は
、
当
然
に
も
能
力
過
剰
の
状
態
に
お
ち
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
新
領
土
の
範
囲
で
再
生
産
構

造
を
再
構
築
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
機
械
・
食
品
の
停
滞
、
軽
工
業
の
発
展
は
そ
の
意
味
で
は
む
し
ろ
当
然
の
結
果

で
あ
っ
た
。

二
八
○



（
露
）

拳
に
圧
勝
し
て
国
民
自
由
党
か
ら
政
椛
を
奪
取
し
た
。
か
く
し
て
、
外
資
支
配
下
の
石
油
産
業
に
依
存
し
た
経
済
発
展
と
い
う
パ
タ
ー
ン

に
は
変
化
が
生
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
九
、
’
一
一
一
一
一
一
年
の
世
界
恐
慌
は
東
欧
諸
国
を
も
そ
の
渦
中
に
ま
き
こ
ん
だ
。
東
欧
各
国
に
お
け
る
世
界
恐
慌
の
影
響
の
あ
ら
わ
れ

方
は
、
前
述
の
よ
う
な
各
国
の
二
○
年
代
後
半
に
お
け
る
経
済
発
展
の
パ
タ
ー
ン
に
規
制
さ
れ
て
一
様
で
は
な
い
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
一
一
国
が
、
恐
慌
時
に
お
け
る
工
業
生
産
の
大
幅
低
下
、
一
九
三
七
－
一
一
一
八
年
に
お
け
る
新
た
な
ピ
ー
ク
の
形
成
と
い

う
標
準
的
な
型
を
示
し
た
の
に
対
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
工
業
生
産
が
長
期
停
滞
を
脱
せ
ず
、
他
方
で
ル
ー
マ
ニ
ア
は
前
記
の
よ
う
に

恐
慌
時
も
石
油
生
産
は
増
加
を
続
け
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
各
国
に
つ
い
て
ほ
ぼ
共
通
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
第
一
に
、
恐
慌
か
ら
の
脱
出
の
過
程
で
外
国
客
二
牛
へ
の
依
存

が
ま
す
ま
す
強
化
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
ま
た
外
資
相
互
間
の
対
立
が
各
国
の
内
外
政
策
に
ま
す
ま
す
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
恐
慌
の
過
程
を
通
じ
て
経
済
に
対
す
る
国
家
の
介
入
が
強
化
さ
れ
、
集
積
・
集
中
が
国
家
の
政
策
と
し
て

促
進
さ
れ
、
国
家
独
占
存
二
午
主
義
的
な
経
済
政
策
が
東
欧
諸
国
に
お
い
て
も
と
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
し
か
し
こ
の

こ
と
は
、
国
家
独
占
迩
呈
午
主
義
的
な
経
済
体
制
な
い
し
は
生
産
関
係
が
東
欧
諸
国
に
確
立
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

い
。
圃
蒙
独
占
癖
筆
午
主
義
的
な
経
済
政
策
の
登
場
は
、
必
ら
ず
し
も
圃
蒙
独
占
箪
本
主
義
的
生
産
関
係
の
存
在
を
前
提
と
し
な
い
）
。

第
三
に
、
恐
慌
か
ら
の
脱
出
に
さ
い
し
て
は
各
国
に
お
い
て
軍
事
費
の
急
増
が
大
き
な
役
割
を
演
じ
、
そ
れ
は
経
済
軍
事
化
の
進
行
と

と
も
に
、
軍
事
的
フ
ァ
シ
ス
ト
的
支
配
体
制
を
強
化
さ
せ
、
東
欧
諸
国
に
お
け
る
先
駆
的
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
本
格
的
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
吸
収
さ

れ
る
過
程
を
促
進
し
た
。
第
四
に
、
部
分
的
に
は
す
で
に
二
○
年
代
初
頭
か
ら
進
行
し
て
い
た
農
業
恐
慌
が
全
般
的
経
済
恐
慌
の
過
程
で

激
化
し
、
こ
の
結
果
、
第
一
次
大
戦
後
の
土
地
改
革
の
部
分
的
成
果
す
ら
も
消
滅
し
て
、
農
業
生
産
の
破
壊
、
お
よ
び
そ
の
反
映
と
し
て

東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件
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の
農
民
の
政
治
的
急
進
化
が
進
行
し
た
。

こ
れ
ら
の
指
摘
を
裏
付
け
る
た
め
の
実
証
的
な
研
究
は
き
わ
め
て
不
十
分
に
し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
各
国
に
お
け
る

二
九
年
恐
慌
の
簡
単
な
経
過
と
、
そ
の
一
つ
の
結
果
と
し
て
の
外
国
賓
本
の
支
配
状
況
と
を
の
べ
る
こ
と
に
限
定
す
る
。

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
は
、
一
九
一
一
一
○
年
年
央
か
ら
多
く
の
工
業
部
門
で
生
産
低
下
が
生
じ
た
。
一
九
三
一
年
に
は
金
融
恐
慌
が
拡

大
し
て
、
大
銀
行
、
工
業
運
輸
企
業
の
株
券
は
一
九
一
一
九
年
の
半
値
に
下
落
し
た
。
産
業
恐
慌
の
ボ
ト
ム
は
一
九
三
三
年
の
一
一
一
月
で
、
工

業
生
産
は
一
九
二
九
年
の
五
○
％
に
低
下
し
、
一
八
○
○
以
上
の
工
場
が
閉
鎖
し
て
、
兵
器
産
業
を
除
く
多
く
の
工
業
部
門
で
生
産
能
力

の
六
○
％
な
い
し
八
○
％
が
遊
休
し
た
。
卸
売
物
価
も
一
九
一
一
九
’
一
一
一
三
年
の
間
に
一
一
八
％
下
落
し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
諸
国
が
保
護
関
税
を
実
施
し
た
た
め
に
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
工
業
製
品
輸
出
が
打
撃
を
受
け
、
輸
出
額
は
一
九

三
三
年
に
一
九
一
一
九
年
の
水
準
か
ら
七
○
％
減
少
し
た
。
工
業
生
産
が
活
発
な
上
昇
を
示
し
た
の
は
よ
う
や
く
一
九
三
六
年
に
な
っ
て
か

ら
で
あ
り
、
一
九
三
七
年
に
は
重
工
業
は
一
九
一
一
一
三
年
の
ボ
ト
ム
か
ら
八
六
％
上
昇
し
て
恐
慌
前
の
ピ
ー
ク
を
二
％
上
回
っ
た
。
一
方
、

軽
工
業
は
同
じ
時
期
に
四
一
％
上
昇
し
た
が
、
な
お
恐
慌
前
ピ
ー
ク
を
八
％
下
回
っ
て
い
た
。
重
工
業
の
回
復
を
促
進
し
た
の
は
政
府
の

軍
事
支
出
で
、
直
接
軍
事
費
は
一
九
一
一
一
七
年
に
一
九
一
一
九
年
の
三
倍
半
に
達
し
、
直
接
・
間
接
軍
事
支
出
の
合
計
額
は
一
九
三
四
’
一
一
一
七

年
の
期
間
に
政
府
総
支
出
の
三
分
の
一
一
を
占
め
た
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
工
業
生
産
は
二
○
年
代
後
半
の
よ
う
な
高
揚
を
示
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
輸
出
額
は
一
九
三
八
年
に
も
一
九
一
一
九
年
の
輸
出
額
の
四
○
％
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
農
業
生

産
は
農
業
恐
慌
の
継
続
に
よ
っ
て
引
続
き
打
撃
を
受
け
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
生
産
阻
害
要
因
を
か
か
え
な
が
ら
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

（
認
）

は
ふ
た
た
び
一
九
三
七
年
恐
慌
に
突
入
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
一
九
二
八
年
に
繊
維
産
業
が
停
滞
し
、
一
九
二
九
年
に
は
重
工
業
部
門
に
も
停
滞
が
波
及
し
て
鉱
工
業
生
産
は
前

八



年
水
準
の
九
九
・
八
％
と
微
減
を
示
し
た
。
一
九
三
○
年
は
じ
め
か
ら
工
業
生
産
は
顕
著
な
低
下
を
開
始
し
、
一
九
一
一
一
三
年
一
一
一
月
に
は
一

九
一
一
八
年
平
均
の
四
六
・
五
％
に
ま
で
減
少
し
た
。
こ
の
生
産
低
下
を
促
進
し
た
の
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
石
炭
輸
出
が
イ
ギ
リ
ス
炭
と
の

競
争
で
敗
退
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
一
一
九
年
の
石
炭
輸
出
五
六
○
万
ト
ン
が
一
九
三
一
年
に
は
一
一
三
○
万
ト
ン
と
半
分
以
下
に
激
減

し
た
。
公
式
統
計
に
よ
る
失
業
者
数
は
一
九
一
一
八
年
末
の
八
万
人
以
下
か
ら
、
一
九
一
一
二
年
四
月
に
は
三
七
万
五
○
○
○
人
に
急
増
し

た
。
一
一
○
○
万
人
以
上
の
農
業
労
働
者
の
平
均
賃
金
は
、
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
一
一
一
三
年
ま
で
に
半
分
以
下
に
下
落
し
た
。
原
料
作
物
の

需
要
急
減
と
不
断
の
増
税
と
に
よ
っ
て
農
民
の
所
得
も
低
下
し
、
負
債
の
増
加
か
ら
土
地
・
役
畜
・
農
具
の
投
売
り
が
広
汎
に
進
行
し

た
。
ピ
ル
ス
ッ
キ
ー
政
権
は
、
倒
産
企
業
買
上
げ
輸
出
補
助
金
支
出
な
ど
国
家
資
金
の
投
入
に
よ
っ
て
恐
慌
か
ら
の
脱
出
を
は
か
る
一

方
、
鉄
鋼
、
石
炭
な
ど
の
独
占
企
業
の
国
有
化
を
進
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
工
業
生
産
は
し
だ
い
に
回
復
し
た
が
、
な
お
一
九
三
七
年
に

も
一
九
二
九
年
水
準
の
八
五
・
三
％
に
し
か
達
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
戦
前
水
準
（
一
九
一
三
年
）
に
対
し
て
も
一
五
％
の
低
下
で
あ

る
。
工
業
生
産
の
停
滞
は
農
業
恐
慌
を
も
長
期
化
さ
せ
た
。
ま
た
、
ピ
ル
ス
ッ
キ
ー
政
権
の
国
有
化
政
策
は
外
国
賓
本
を
刺
戟
し
、
恐
慌

の
過
程
で
外
国
資
本
中
の
主
導
的
な
地
位
を
獲
得
し
た
ド
イ
ツ
資
本
と
の
対
立
と
融
和
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
治
過
程
に
大
き
な
影
縛
産
及

土
地
改
革
が
実
質
的
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
一
九
一
一
○
年
代
初
頭
か
ら
農
業
恐
慌
が
進
行
し
て
、
三
○
年
代
初
頭

ま
で
に
小
麦
価
格
は
三
分
の
一
以
下
に
下
落
し
、
農
民
の
所
得
は
半
減
し
て
い
た
。
工
業
で
は
一
九
二
九
年
年
央
か
ら
過
剰
生
産
が
表
面

化
し
、
一
九
三
一
一
年
ま
で
に
工
業
生
産
は
一
一
四
％
低
下
し
た
。
こ
の
低
下
幅
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
よ
り
も
か
な
り
小

さ
い
が
、
生
産
手
段
生
産
部
門
に
お
い
て
は
四
八
％
減
と
大
幅
な
低
下
で
あ
り
、
と
く
に
機
械
製
造
業
で
は
五
五
％
の
低
下
と
な
っ
た
。

し
か
し
軽
工
業
部
門
、
と
く
に
繊
維
産
業
で
は
、
政
府
の
重
点
的
な
補
助
金
支
出
が
あ
っ
た
上
に
、
恐
慌
の
過
程
で
需
要
の
減
少
よ
り
も

東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件
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に
い
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の
で
あ
る
。



輸
入
繊
維
品
の
減
少
が
大
幅
で
あ
っ
た
た
め
に
、
生
産
は
一
九
一
一
一
一
－
一
一
一
二
年
に
微
減
し
た
の
み
で
一
九
一
一
一
三
年
に
は
ふ
た
た
び
大
幅
な

上
昇
に
転
じ
た
。
こ
の
た
め
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
工
業
生
産
に
対
す
る
大
恐
慌
の
打
撃
は
他
の
工
業
諸
国
よ
り
も
か
な
り
軽
微
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
は
、
工
業
生
産
回
復
促
進
の
た
め
に
、
一
九
三
一
年
夏
に
外
債
の
外
貨
に
よ
る
償
還
を
停
止
す
る
と
と
も

に
、
一
九
三
一
一
年
以
降
輸
出
品
に
割
安
レ
ー
ト
、
輸
入
品
に
割
高
レ
ー
ト
を
適
用
す
る
な
ど
輸
出
促
進
、
輸
入
抑
制
の
た
め
の
各
種
の
方

策
を
採
用
し
た
。
こ
の
結
果
、
前
記
の
よ
う
に
繊
維
産
業
な
ど
は
輸
入
品
の
代
替
需
要
で
急
速
に
成
長
し
、
一
方
で
貿
易
黒
字
の
累
薇
が

経
済
全
体
の
回
復
を
促
進
し
た
。
か
く
し
て
、
恐
慌
の
打
撃
を
国
外
に
転
嫁
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
工
業
生
産
は
一
九
三
八

年
に
は
一
九
二
九
年
の
水
準
を
一
四
％
上
回
っ
た
。
こ
れ
は
、
戦
前
の
一
九
一
三
年
水
準
に
対
し
て
は
二
八
％
の
上
昇
で
あ
る
。
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
貿
易
構
造
も
、
こ
の
中
で
完
成
品
輸
入
の
比
重
が
低
下
し
て
原
料
・
半
製
品
輸
入
の
比
重
が
高
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
二
九

年
に
工
業
品
輸
入
中
で
完
成
品
輸
入
が
五
○
・
七
％
、
原
材
料
輸
入
が
二
○
・
一
一
％
、
半
製
品
輸
入
が
二
九
・
一
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し

て
、
一
九
一
一
一
七
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
九
・
七
％
、
三
四
・
九
％
、
三
五
・
四
％
と
な
り
、
完
成
品
輸
入
の
地
位
が
大
き
く
下
落
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
輸
出
品
構
成
に
お
い
て
は
こ
れ
ほ
ど
の
大
き
な
変
化
は
な
く
、
一
九
三
七
年
に
お
い
て
も
い
ぜ
ん
と
し
て
原
材
料

（
皿
）

輸
出
が
六
割
近
い
比
率
を
占
め
て
い
た
。

ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
１
と
同
様
に
農
業
恐
慌
が
全
般
的
恐
慌
に
先
行
し
た
。
一
九
一
一
八
年
か
ら
三
○
年
に
か
け
て
小
麦
価
格

は
四
五
％
下
落
し
、
小
麦
の
収
種
高
は
一
九
一
一
一
一
一
年
に
は
一
九
二
八
年
の
半
分
以
下
と
な
っ
た
。
小
麦
を
入
れ
る
麻
袋
の
方
が
中
身
よ
り

も
高
く
つ
い
た
と
い
わ
れ
る
。
一
九
二
九
年
か
ら
は
、
石
油
産
業
を
除
く
工
業
部
門
で
生
産
の
停
滞
が
開
始
さ
れ
た
。
ル
ー
マ
ニ
ア
政
府

は
小
麦
輸
出
の
奨
励
、
大
企
業
へ
の
補
助
金
支
出
、
軍
事
費
の
増
額
な
ど
の
措
置
を
と
り
、
財
源
は
増
税
で
ま
か
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、

軍
需
産
業
を
先
頭
に
し
て
工
業
生
産
は
早
く
も
一
九
三
四
年
に
以
前
の
ピ
ー
ク
を
大
き
く
突
破
し
た
。
か
く
し
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
エ

二
八
四



業
生
産
に
対
す
る
恐
慌
の
打
撃
は
軽
微
で
あ
っ
た
が
、
農
業
恐
慌
は
そ
の
後
も
深
化
し
、
一
九
三
五
年
の
農
産
物
価
格
は
一
九
二
九
年
の

色
）

半
分
以
下
に
下
落
し
、
農
業
生
産
の
停
滞
が
第
二
次
大
戦
ま
で
続
い
た
。

恐
慌
か
ら
の
脱
出
の
過
程
に
お
け
る
外
国
資
本
へ
の
依
存
の
強
化
は
、
工
業
的
に
お
く
れ
た
諸
国
ほ
ど
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
工
業
的
に

よ
り
発
達
し
た
諸
国
に
お
い
て
も
、
外
国
資
本
、
と
く
に
ド
イ
ツ
盗
本
が
暴
力
的
に
侵
入
し
た
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
い
て
は
、

工
業
に
対
す
る
外
国
蜜
本
の
直
接
投
資
は
全
体
の
一
九
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
主
と
し
て
重
工
業
の
巨
大
企
業
に
集
中
し
、
と
く
に
チ

ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
機
械
製
造
業
を
技
術
的
・
経
済
的
に
従
属
さ
せ
て
い
た
。
外
資
の
国
別
比
率
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
協
定
以
後
の
一
九

四
一
年
に
ド
イ
ツ
資
本
六
一
・
六
％
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
一
九
・
七
％
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
そ
れ
ぞ
れ
五
・
一
％
、
ア
メ
リ
カ
四
％
等
で

あ
っ
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
協
定
以
後
に
は
当
然
ド
イ
ツ
資
本
の
比
重
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
九
二
○
年
代
後
半
の
好
況
時
に
お
い
て

す
で
に
ド
イ
ツ
資
本
の
影
響
が
強
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
の
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
以
前
に
お
い
て
も
ド
イ
ツ
資
本
が
外
国
資
本
中
で
圧
倒
的
な

（
“
）
 

優
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
株
式
賓
本
中
の
外
国
資
本
の
比
率
は
、
一
九
二
九
年
の
一
一
一
一
一
一
・
一
一
一
％
か
ら
一
九
三
一
一
一
年
に
は
四
四
・
二
％
、
さ

ら
に
一
九
一
一
一
七
年
に
は
七
○
％
以
上
に
高
ま
っ
た
。
一
九
三
九
年
は
じ
め
の
部
門
別
外
資
比
率
は
、
石
炭
、
石
油
、
亜
鉛
、
ガ
ス
な
ど
の

鉱
業
各
部
門
で
八
○
％
な
い
し
八
九
％
、
化
学
産
業
七
○
％
、
電
機
六
六
％
で
あ
っ
た
。
外
国
資
本
の
国
別
比
率
の
変
化
は
次
表
の
通
り

こ
の
一
九
一
一
一
三
年
時
点
ま
で
は
、
ア
メ
リ
カ
蟹
本
と
ド
イ
ツ
資
本
が
密
接
に
協
力
し
て
い
た
の
で
、
外
資
の
指
導
的
な
地
位
は
、
フ
ラ

ン
ス
盗
本
で
は
な
く
ア
メ
リ
カ
資
本
と
ド
イ
ツ
資
本
の
連
合
の
手
中
に
あ
っ
た
。
と
く
に
大
恐
慌
の
過
程
で
ド
イ
ツ
資
本
の
進
出
は
顕
著

で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
三
九
年
（
第
二
次
大
戦
直
前
）
に
は
、
ア
メ
リ
カ
盗
本
三
七
％
、
フ
ラ
ン
ス
資
本
二
○
％
、
ド
イ
ツ
資
本
一
二

東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件

一
一
八
五

で
あ
る
。



（
筋
）

数
一
と
占
め
る
に
い
た
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
の
バ
ル
カ
ン
諸
国
は
も
と
ｊ
ｂ
と
外
国
轡
宋
の
支
配
が
強
く
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
主
産

物
で
あ
る
石
油
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
主
産
物
で
あ
る
タ
バ
コ
な
ど
は
圧
倒
的
に
外
国
資
本
に
握
ら
れ
て
い
た
。
外
国
溶
暴
午
の
国
別
で
は
イ
ギ

リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
が
か
な
り
の
地
位
を
占
め
、
ド
イ
ツ
轡
未
の
地
位
は
か
な
り
低
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
諸
国
で
は
、

第
二
次
大
戦
初
期
の
ド
イ
ツ
に
よ
る
占
領
に
と
も
な
っ
て
、
ド
イ
ツ
溶
宋
が
他
を
暴
力
的
に
排
除
し
て
独
占
的
な
地
位
を
占
め
る
に
い
た

っ
た
の
で
あ
る
。

第１３表ポーランドにおける外資の国別比率

フランス資本

アメリカ資本

ドイツ盗本

ベルギー資本

スイス資本

イギリス資本

オーストリア資本

その他

22.3 23.4 21.9 

16.9 17.0 23.4 
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％
、
イ
ギ
リ
ス
箪
本
一
○
％
と
い
わ
れ
、
ド
イ
ツ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
攻
撃
直
前
に
ド
イ
ツ

（
鰹
）

響
（
本
の
比
重
が
い
ち
じ
る
し
く
低
下
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
一
九
三
七
年
に
工
業
投
資
総
額
の
四
○
％
を
外
国
箪
本
が
占
め
、

そ
の
国
別
内
訳
は
イ
ギ
リ
ス
二
○
％
、
フ
ラ
ン
ス
一
六
％
、
ス
イ
ス
一
五
％
、
ア
メ
リ

カ
一
○
％
、
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
六
％
、
イ
タ
リ
ア
四
％
、
チ
ェ
ニ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

ァ
三
％
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
代
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
外
圃
露
早
本
の
完

全
な
支
配
下
に
お
か
れ
て
い
た
の
は
一
九
三
八
年
に
工
業
の
二
四
・
六
％
に
と
ど
ま

り
、
し
か
も
ど
の
外
国
資
本
も
決
定
的
な
優
位
を
持
ち
え
て
い
な
か
っ
た
。
第
二
次
大

戦
直
前
に
は
じ
め
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
、
チ
ェ
コ
占
領
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

チ
ェ
コ
資
産
の
吸
収
で
ド
イ
ツ
箪
本
が
優
位
に
立
ち
、
製
造
業
全
体
の
一
三
％
を
そ
の

手
中
に
お
さ
め
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
点
で
ド
イ
ツ
箪
本
は
外
国
資
本
中
の
過
半

二
八
六



一
九
三
○
年
代
の
東
欧
諸
国
の
経
済
発
展
の
詳
細
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
が
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
つ
い
で
ハ
ン
ガ
リ

ー
が
か
な
り
の
工
業
的
発
展
を
示
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
停
滞
し
つ
つ
も
絶
対
水
準
で
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
接
近
し
て
お
り
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
が
い
ぜ
ん
と
し
て
農
業
国
の
状
態
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
第
二
部
の
冒
頭
に
か
か
げ
た
第
五
表
に
よ
っ
て
も

明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
限
り
で
は
、
東
欧
諸
国
間
に
存
在
す
る
経
済
発
展
水
準
の
格
差
が
ま
す
ま
す
表
面
化
し
、
東
欧
諸
国

を
一
括
し
て
論
じ
る
根
拠
が
弱
ま
っ
て
き
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
第
二
次
大
戦
直
前
、
お
よ
び
戦
時
初
期
の
東
欧
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
格
差
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
重
要
な
各

国
共
通
の
課
題
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
第
二
部
圖
頭
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
東
欧
諸
国
の
経
済
発
展
を
大
き
く
阻
害
し
て
い
た

帝
国
主
義
的
支
配
を
除
去
し
、
東
欧
諸
国
人
民
の
利
益
に
そ
っ
た
自
主
的
な
経
済
政
策
に
よ
っ
て
工
業
化
を
進
め
る
こ
と
が
一
つ
で
あ
り
、

他
の
一
つ
は
、
金
融
資
本
と
一
体
と
な
っ
た
巨
大
地
主
の
経
済
的
基
盤
で
あ
る
前
近
代
的
農
業
榊
造
を
解
体
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
東
欧

各
国
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
課
題
の
比
重
に
差
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
革
命
の
第
一
段
階
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
課
題
が
早
急
に
解
決
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
そ
の
こ
と
を
前
提
と
し
た
広
汎
な
統
一
戦
線
の
形
成
が
可
能
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
は
、
東
欧
に
お
い
て
は
、
社
会
主
義
へ
の
展
望
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
す
で
に
か
な
り
の
程
度
に
発
達

し
た
自
国
の
独
占
体
に
手
を
ふ
れ
ず
に
、
外
国
賀
本
の
み
の
駆
遂
に
よ
っ
て
自
主
的
経
済
政
策
を
遂
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
前

近
代
的
農
業
構
造
の
解
体
と
し
て
の
土
地
改
革
の
徹
底
は
、
農
業
の
社
会
主
義
的
改
造
へ
の
展
望
な
し
に
は
、
農
業
経
営
の
零
細
化
を
も

た
ら
す
の
み
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
第
二
次
大
戦
後
の
東
欧
革
命
は
社
会
主
義
革
命
の
内
容
を
ふ
く
ん
だ
人
民
民
主
主
義
革
命
と
な
ら

（
随
）

ざ
る
を
』
え
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
ま
さ
に
そ
れ
以
前
の
東
欧
諸
国
の
全
発
展
過
程
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件

二
八
七



以
上
の
よ
う
な
分
析
は
、
東
欧
社
会
主
義
の
前
提
を
明
ら
か
に
す
る
に
と
ど
ま
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
東
欧
社
会
主
義
の
諸
特
徴
が
全
面

的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
東
欧
に
お
け
る
過
渡
期
の
社
会
主
義
建
設
の
実
態
が
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
論
文
は
、
そ
の
準
備
段
階
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
段
階
で
の
仮
設
的
な
見
解
と
し
て
、
東
欧
社
会
主
義
の
問
題
点
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
指
摘
を
行
な
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。
東
欧
諸
国
が
後
進
淡
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
建
設
に
移
行
し
た
の
は
、
国
際
惰
勢
が
有
利
で
あ
っ
た
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
が
、

基
本
的
に
は
、
資
本
主
義
の
わ
く
内
で
の
自
立
的
経
済
発
展
が
困
難
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
社
会
主
義
建
設
に
早
期
に
着
手
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
経
済
的
後
進
性
を
政
治
的
先
進
性
に
よ
っ
て
克
服
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
社
会
主
義
建
設
の

過
程
で
つ
ね
に
先
進
的
政
治
と
後
進
的
経
済
と
の
緊
張
関
係
、
あ
る
い
は
、
社
会
主
義
的
生
産
関
係
の
先
行
と
、
現
実
の
生
産
力
の
お
く

れ
と
の
緊
張
関
係
が
生
み
だ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
緊
張
関
係
を
一
定
の
わ
く
内
に
と
ど
め
そ
れ
を
む
し
ろ
生
産
力
発
展
へ
の
刺
戟

に
転
化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
失
敗
す
れ
ば
、
緊
張
の
激
化
が
生
産
関
係
に
対
し
て
否
定
的
な
影
響
を
あ
た
え
、
社
会

主
義
の
後
退
を
も
た
ら
す
危
険
性
が
あ
っ
た
。
そ
の
危
険
性
は
、
ポ
ズ
ナ
ン
事
件
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
醐
件
等
に
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

東
欧
諸
国
で
は
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
い
て
、
帝
国
主
義
的
支
配
の
除
去
と
土
地
改
革
の
徹
底
と
い
う
菰
年
の
課
題
が
解
決
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
東
欧
諸
国
に
は
、
社
会
主
義
へ
の
道
に
そ
っ
て
自
立
的
経
済
発
展
を
進
め
る
可
能
性
が
生
ま
れ
た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は

同
時
に
、
社
会
主
義
と
い
う
一
般
性
の
も
と
に
お
い
て
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
性
を
表
面
に
う
か
び
あ
が
ら
せ
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。

ひ
と
し
く
「
社
会
主
義
的
工
業
化
」
を
進
め
な
が
ら
も
、
各
国
に
お
い
て
「
工
業
化
」
の
性
格
は
当
然
に
異
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ

む
す
ぴ

二
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た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
社
会
主
義
諸
国
間
に
存
在
す
る
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
経
済
発
展
水
準
の
格
差
に
対
し
て
社
会
主

義
が
ど
う
対
処
す
る
か
と
い
う
新
た
な
課
題
も
発
生
し
た
。
こ
の
段
階
で
東
欧
諸
国
間
で
の
課
題
の
相
違
を
無
視
し
て
工
業
化
の
同
一
の

パ
タ
ー
ン
を
採
用
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
工
業
的
に
よ
り
発
達
し
た
社
会
主
義
諸
国
の
発
展
能
力
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
東
欧
諸
国
に
お
い
て
は
、
先
進
的
な
部
分
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
社
会
主
義
の
優
位
を
示
し
つ
つ
、
社
会
主
義
諸
国
間
の
経
済
格
差

を
漸
次
解
消
さ
せ
て
行
く
と
い
う
複
雑
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
次
大
戦
後
の
東
欧
社
会
主
義
諸
国
に
お
い
て
は
、
高
い
テ
ン
ポ
で
の
経
済
発
展
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
従
来
、
こ
の
こ
と
は
社
会

主
義
の
資
本
主
義
に
対
す
る
制
度
的
優
位
性
を
示
す
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
は
再
検
討
の
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

一
つ
に
は
、
こ
の
高
い
発
展
テ
ン
ポ
が
東
欧
諸
国
の
全
体
と
し
て
の
経
済
的
後
進
性
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
社

会
主
義
は
本
来
、
盗
本
主
義
以
上
の
高
い
生
産
力
水
準
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
も
っ
と
も
発
達
し
た
資
本
主
義
諸
国

の
生
産
力
水
準
に
「
追
い
つ
き
追
い
こ
す
」
課
題
が
提
起
さ
れ
る
が
、
追
い
こ
し
た
段
階
で
は
じ
め
て
社
会
主
義
の
優
位
性
が
現
実
に
証

明
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
「
追
い
つ
く
」
段
階
で
の
高
テ
ン
ポ
の
み
で
は
（
そ
れ
す
ら
が
資
本
主
義
の
も
と
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う

意
味
で
は
た
し
か
に
社
会
主
義
の
優
位
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
）
不
十
分
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
高
テ
ン
ポ
は
し
ば
し
ば
実
際

の
可
能
性
を
無
視
し
て
重
工
業
発
展
が
一
面
的
に
強
行
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
の
ち
に
し
ば
し
ば
経
済
政
策
の
修
正
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要
因
を
考
慮
し
た
上
で
、
果
し
て
ど
こ
ま
で
が
社
会
主
義
の
制
度
と
し
て
の
優
位
性
に
も
と
ず
く
経
済
発
展
と
み

な
さ
れ
る
べ
き
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
や
は
り
現
実
の
社
会
主
義
諸
国
は
い
ま
だ
に
、
も
っ
と
も
発
達
し
た
資
本
主
義
諸
国
の
水
準
に
追
い
つ
い
て
は
い
な

い
。
森
田
桐
郎
氏
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
「
た
し
か
に
社
会
主
義
は
、
世
界
人
口
の
三
分
の
一
を
占
め
る
諸
国
に
拡
張
し
…
…
歴
史
は

東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件

二
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資
本
主
義
と
社
会
主
義
の
共
存
の
時
期
を
経
験
し
つ
つ
あ
る
が
、
し
か
も
こ
の
共
存
は
、
生
産
力
的
に
み
れ
ば
資
本
主
義
の
優
越
の
も
と

（
灯
）

で
の
共
存
で
あ
る
。
」
ソ
連
を
含
め
て
現
在
の
社
会
主
義
諸
国
は
後
進
国
社
会
主
義
で
あ
り
、
こ
の
段
階
か
ら
、
政
治
的
民
主
主
義
の
発

（
侭
）

展
を
も
含
め
た
先
進
国
型
社
会
主
義
へ
の
移
行
に
当
面
し
て
い
る
、
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
移
行
は
、
単
に
西
側
に
社
会
主
義
の
優
位
を
一
不

す
実
例
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
主
義
諸
国
自
体
の
内
的
な
必
要
と
し
て
も
提
起
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
先
進
国
型
社
会
主

義
へ
の
移
行
は
、
現
在
の
社
会
主
義
諸
国
の
わ
く
内
の
み
で
果
し
て
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
部
で
「
世
界
史
的
過
渡
期
」
の
観
点
を
提

示
し
た
が
、
先
進
国
社
会
主
義
の
実
現
は
、
先
進
擬
本
主
義
諸
国
に
お
け
る
社
会
主
我
革
命
の
展
望
と
切
り
は
な
し
て
は
論
じ
ら
れ
な
い

示
し
た
が
、
先
進
国
処

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
班
）
国
・
函
・
【
ｏ
ｑ
Ｓ
Ｅ
一
ｓ
印
邑
で
色
目
●
美
の
エ
壷
Ｃ
ｅ
の
。
■
聾
芭
ず
窪
匡
詫
○
員
｛
。
Ｅ
の
一
三
一
一
一
一
己
自
国
萬
弓
崖
の
］
窟
ロ
宝
冒
筥
冒
｝
国
ロ
、
の
三
》
。
【
Ｃ
三
×
○
四
雪
【
『
ロ
Ｃ

Ｃ
Ｃ
 

屋
色
官
『
臣
。
。
菖
ケ
ロ
【
○
句
。
（
図
Ｃ
ｌ
の
！
｝
国
函
菖
ｓ
ｌ
〆
『
●
海
○
厘
〆
閂
〆
口
・
）
》
ご
更
瑁
心
一
属
の
目
。
雪
。
六
二
国
ェ
臼
舅
こ
忌
日
目
昌
一
。
□
の
画
の
一
三
詞
・
『
・
〆
（
』
患
』

旬
）
・
三
具
園
・
自
己
・
】
詔
・

（
汀
）
諺
・
廻
・
三
昌
邑
、
の
冨
骨
倉
Ｄ
Ｃ
Ｅ
｛
自
ワ
ェ
Ｃ
’
四
尻
①
二
ｓ
畠
二
の
具
目
ｑ
巳
浜
『
〉
『
窟
。
匡
己
》
ご
凹
豊
。
‐
。
ｃ
雪
の
巨
富
ず
の
一
一
口
。
苗
け
Ｅ
一
一
．
ご
》
シ
四
ｎ
ｏ
ｎ
勺
雪
国
ｃ
，

冨
望
。
：
ワ
戸
冨
．
『
・
曰
》
三
○
２
Ｓ
色
》
ご
患
『
・
・
自
己
・
］
。
（
｝
・

（
四
）
】
・
弓
・
因
月
⑥
ロ
ー
鯉
口
ｇ
ｏ
『
・
元
琴
『
】
弄
一
曲
晨
月
一
』
⑥
胃
【
［
昌
喰
貴
旨
ご
冨
冒
Ｅ
｛
：
（
Ｅ
・
一
二
媚
『
ロ
（
一
匡
鷺
【
》
・
》
一
一
“
』
》
｜
胃
⑦
ご
ほ
こ
『
Ｃ
一
）
の
（
ご
ｇ
ｌ
－
畠
②
）
．
．
】

の
目
色
訂
閨
房
Ｓ
旦
国
シ
８
号
ョ
宮
Ｃ
②
巳
の
員
冨
『
巨
日
困
冒
〕
ぬ
胃
一
日
、
瞳
『
・
一
言
（
一
郎
』
己
の
⑰
［
》
巳
９
．
℃
．
］
。
．

（
四
）
己
。
『
：
ゴ
ミ
，
肖
旦
ロ
の
『
魎
屍
Ｃ
く
Ｃ
ｌ
三
二
日
】
ロ
何
ｍ
の
（
の
目
】
属
巨
『
・
で
⑪
田
・
己
。
。
『
］
湯
Ｐ
Ｘ
賃
ｌ
〆
）
ご
・

（
卯
）
国
・
エ
・
国
富
。
『
で
目
○
国
畠
洩
己
・
皿
室
。
『
Ｃ
冨
塑
で
巨
臣
け
三
富
冒
国
。
『
。
｝
【
二
○
画
の
一
三
』
の
『
。
ｇ
の
罠
の
富
》
三
○
，
百
四
．
巳
量
》
３
℃
．
】
Ｂ
ｌ
』
＆
．

●
①
 

（
幻
）
レ
ー
ー
ー
ン
『
帝
国
主
義
』
、
邦
訳
岩
波
文
庫
版
、
一
一
七
ペ
ー
ジ
。

（
型
）
因
・
エ
・
因
冨
○
ｓ
目
。
□
卯
六
℃
の
、
『
冨
冒
云
○
の
□
。
Ｒ
『
色
冨
の
］
ｇ
『
「
○
百
国
勺
豈
三
厘
冨
景
三
○
目
圏
壹
ご
露
》
３
つ
・
量
・

（
鋼
）
』
・
目
・
『
〕
の
【
①
』
』
ニ
ロ
ー
】
□
（
シ
『
・
扇
啓
二
画
⑭
（
←
胃
一
局
・
の
く
⑰
一
○
｝
）
日
の
ロ
ー
◎
（
二
〕
の
旨
】
昌
】
臣
〔
色
ｎ
Ｅ
『
ヨ
殖
冒
皀
巨
⑰
百
・
》
『
自
国
巨
己
に
僅
昌
（
巴
９
１
巴
に
）
目

二
九
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⑩
臼
Ｓ
②
】
己
⑪
｛
。
【
］
２
シ
８
』
①
日
置
①
⑫
。
】
の
員
冒
『
巨
昌
』
百
一
】
狛
胃
一
白
鷺
。
］
Ｐ
碇
（
ａ
餌
一
〕
の
②
｛
・
］
②
ｇ
》
ご
石
・
患
Ｉ
胃
・

（
型
）
呂
云
』
つ
１
－
－
『
○
陶
○
■
Ｅ
『
畠
ｃ
ｏ
ｏ
匂
麗
Ｃ
因
由
ェ
雷
函
【
ｃ
三
三
臣
ェ
罠
、
『
寓
垂
の
白
Ｓ
罫
ロ
』
己
『
雪
雪
国
○
一
壱
つ
一
畠
（
『
の
留
局
屋
）
弓
包
国
。
恩
誼
一
｛
ェ
○
ｍ
の
琴
Ｅ
四
劃
曇
、
『
。
直
畠
》

ｚ
○
・
惇
》
Ｅ
ｇ
》
３
己
・
厨
」
・

（
躯
）
冨
・
ｅ
・
国
ａ
ｏ
Ｒ
ｍ
の
胃
召
貝
目
ｏ
Ｃ
ｐ
ｍ
『
臭
冒
勺
の
、
昌
口
自
冒
ご
こ
『
ｏ
臣
・
冨
○
具
恩
〕
ご
＄
】
白
目
・
』
．
な
お
、
『
・
二
・
罠
、
盲
三
○
円

ロ
Ｃ
員
冨
二
の
具
菖
。
。
つ
げ
日
ロ
国
①
ェ
『
己
富
国
】
一
目
目
の
〆
浜
口
・
》
二
○
貝
田
》
ど
ち
．
ｎ
ｓ
・
鴎
・
も
こ
れ
と
同
じ
見
解
を
と
っ
て
い
る
。

（
邪
）
庫
の
忌
皀
已
昌
〕
二
元
島
］
｝
【
】
》
←
卓
目
旨
の
。
の
ぐ
⑰
一
○
℃
目
辰
口
｛
…
…
ご
》
己
己
・
巴
Ｉ
豊
・

（
家
）
】
豆
。
。
》
壱
・
ざ
．
な
お
苗
８
○
口
》
国
三
》
宍
＠
国
己
。
ｃ
‐
Ｓ
は
、
一
八
九
九
年
に
つ
い
て
、
石
炭
主
要
八
社
の
集
中
度
八
一
一
一
・
四
％
、
鉄
鋼
主
要

四
社
の
集
中
度
九
六
・
四
％
と
い
う
数
字
を
あ
げ
て
い
る
。

（
躯
）
因
目
色
蜜
。
Ｐ
目
冨
貰
、
、
『
で
・
目
・

（
羽
）
国
の
Ｈ
①
ご
」
、
口
旦
完
曾
〕
富
》
・
・
月
］
】
の
。
⑪
ぐ
①
］
○
房
）
日
の
。
｛
…
…
マ
マ
】
ご
・
韻
・

（
鋤
）
富
、
菖
農
Ｓ
ロ
》
『
四
二
》
天
、
。
『
己
・
凹
睡
－
凹
盟
・

（
皿
）
司
閂
・
可
の
一
一
』
］
の
同
少
皀
の
』
】
届
の
鳥
目
】
【
旨
の
一
○
⑰
一
目
⑥
『
一
Ｇ
館
。
“
回
］
臼
戸
巨
」
瀞
騨
三
騨
脆
匡
騨
『
ｃ
『
鯨
魯
ｍ
Ｃ
Ｐ
田
巨
二
ｍ
己
の
⑫
【
》
乞
皀
》
忠
Ｃ
Ｅ
。
（
雪
、
菖
津
三
○
口
や

（
鍵
）
レ
エ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
刃
因
、
『
●
ロ
冨
団
○
国
国
富
室
》
弓
・
］
『
三
○
つ
一
〈
因
》
屋
圏
》
９
つ
・
笛
⑦
．

（
銅
）
宇
高
基
輔
、
前
掲
論
文
（
注
８
）
、
一
四
ペ
ー
ジ
。

東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件

（
型
）
「
ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
…
…
二
○
冊
寵
初
頭
に
は
最
初
の
独
占
体
〔
複
数
〕
が
あ
ら
わ
れ
、
資
本
主
義
の
最
後
の
局
面
、
帝
国
主
義
へ
の
移
行
を

証
明
し
て
い
る
。
」
｝
「
。
⑫
［
〕
】
【
三
目
⑰
』
シ
・
○
胃
⑰
ｇ
一
己
ロ
①
｜
の
目
【
の
目
冒
．
一
ぐ
一
『
の
一
勢
二
①
㈱
ぐ
。
］
一
員
９
日
目
唾
（
【
一
四
二
冒
帛
○
三
ざ
国
．
－
割

鋲
『
》
『
望
日
一
⑬
Ｒ
Ｃ
一
二
一
日
皀
〆
閂
〆
’
一
①
餌
ご
》
、
戸
亘
葺
呂
局
（
⑪
３
戸
の
①
Ｄ
Ｃ
口
。
ロ
】
］
月
》
国
巨
色
二
『
尿
二
ご
］
爵
』
ご
己
己
・
屡
農
Ｉ
崖
、
。
（
ｍ
・
宝
。
Ｑ
屋
匝
』
尻
。
■
（
宍
・

息
北
口
目
げ
の
三
口
目
Ｃ
昌
○
目
Ｃ
富
。
『
Ｃ
月
皀
宍
の
ェ
富
国
で
Ｅ
三
厘
目
田
口
】
国
二
目
の
〆
〆
切
○
愚
、
冨
○
貝
閨
．
ご
認
》
３
℃
．
「
・
）

（
粥
）
し
・
西
・
エ
目
○
℃
の
８
円
シ
『
冨
冨
屋
の
弓
８
ａ
宮
②
。
田
ェ
園
田
愚
つ
。
猶
ェ
◎
均
の
三
○
宍
冨
『
冒
の
、
宍
○
尋
邑
の
滉
○
目
○
国
員
三
｛
雪
三
．
貝
愚
》
］
息
」
．
ｑ
や

『
－
ｍ
。

円
陣
冨
澤
（
の
》
の
『
ご
・
暉
学
）
。
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（
妬
）
し
・
国
・
エ
の
洩
○
口
の
四
○
国
や
曰
色
筥
）
宍
⑪
ロ
ロ
。
届
．

（
灯
）
閂
・
閉
．
固
く
目
⑩
“
Ｂ
ケ
の
し
ぬ
国
【
］
目
司
の
『
。
】
具
『
：
ご
再
巨
日
目
鼠
○
四
『
ロ
ゴ
『
一
色
胸
の
．
邑
医
・
ロ
ロ
・
】
９
１
】
］
◎
．
お
よ
び
函
。
『
○
つ
胃
で
豈
冨
當
冨

冒
因
。
Ｂ
黒
冒
因
島
Ｅ
の
『
Ｃ
ロ
マ
の
三
の
冨
（
注
卯
）
〉
３
つ
・
岳
四
・

（
蛸
）
弓
一
】
の
祠
。
］
忌
一
】
○
○
巨
口
宮
・
園
己
の
旨
匂
い
目
研
壱
三
●
胃
の
豊
『
》
巳
⑪
』
．
｝
〕
・
ぬ
．
お
よ
び
宍
冒
貫
『
○
日
・
自
篁
｛
美
の
．
、
『
己
．
ｓ
・

（
鍋
）
国
・
國
・
言
自
ケ
ェ
員
。
田
加
倉
①
『
Ｓ
『
｜
Ｃ
菖
里
の
貝
○
の
冨
冒
冒
胃
ニ
の
〆
Ｃ
Ｑ
｛
目
畏
冒
ロ
］
⑫
鷺
Ｉ
］
②
思
司
ワ
富
．
シ
ェ
ロ
ロ
ロ
ア
国
、
『
○
つ
冨
皇
貝
○
目
。
閨
’

冨
景
弓
・
白
壹
冨
○
貝
田
》
］
や
ｇ
》
３
℃
。
Ｅ
』
１
局
国
．

二
九
二

（
妬
）
一
九
○
七
年
の
ル
ー
マ
ニ
ア
農
民
蜂
起
に
関
し
て
は
、
前
掲
国
富
。
Ｂ
目
目
（
注
皿
）
、
ロ
ョ
冒
昌
Ｓ
口
臭
量
（
注
鑓
）
、
お
よ
び
依
田
道
子
「
’

九
○
七
年
の
ル
ー
マ
ニ
ア
大
農
民
一
摸
ｌ
そ
の
六
十
周
年
を
記
念
し
て
」
、
『
歴
史
評
論
』
一
九
六
七
年
三
月
号
、
参
照
。
一
九
○
五
－
一
九
○
六

年
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
政
治
危
機
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
因
、
息
至
：
（
注
妬
）
参
照
。

（
蔀
）
岩
波
講
座
『
世
界
歴
史
』
第
二
五
巻
（
近
刊
）
所
収
。

（
犯
）
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
二
回
大
会
に
お
け
る
レ
ー
ー
ー
ン
の
演
説
（
レ
ー
ー
ー
ン
全
集
第
一
一
一
一
巻
、
邦
訳
一
一
四
一
一
一
ペ
ー
ジ
）
参
照
。

（
羽
）
向
・
ぐ
胃
、
笛
ワ
ー
の
ミ
ー
『
扇
、
｝
】
ロ
［
房
で
○
一
三
ｍ
ｇ
の
勺
【
●
す
一
句
ョ
の
。
①
円
ご
『
○
一
の
量
『
蔚
呂
、
ご
□
房
白
目
『
》
一
｛
曽
ゴ
ヮ
旨
、
》
］
窟
】
》
わ
．
二
一
・

（
釦
）
二
・
』
・
ロ
冒
冒
罵
言
。
冨
皇
『
の
昌
）
３
国
○
四
の
盲
の
月
菖
ワ
ニ
⑦
貝
。
『
ｏ
８
ｓ
目
ご
一
シ
四
Ｃ
Ｏ
Ｏ
ア
宝
３
．
富
剴
切
Ｃ
弓
呂
冒
》
曰
・
ロ
・
富
ｏ
ｎ
宍
ロ
県

】
』
３
３
つ
・
ｇ
Ｉ
］
＆
．
な
お
、
筆
者
の
前
掲
論
文
（
注
釘
）
参
照
。

（
虹
）
し
・
函
・
ェ
目
○
つ
田
：
》
『
畠
萸
、
の
『
己
．
］
Ｃ
・
よ
り
再
『
引
用
。

（
蛆
）
宇
高
基
輔
「
東
欧
諸
国
に
お
け
る
土
地
改
革
と
農
業
の
社
会
主
義
的
改
造
」
、
山
田
盛
太
郎
編
『
変
革
期
に
お
け
る
地
代
範
嬬
』
、
岩
波
書
店
、

一
九
五
六
年
、
所
収
。
お
よ
び
前
掲
（
注
８
）
『
社
会
科
学
研
究
』
第
七
巻
（
’
九
五
六
年
）
、
第
二
、
一
一
一
、
四
合
併
号
所
収
論
文
。

（
妃
）
富
・
ン
・
団
暑
三
畠
国
司
畠
羨
⑪
３
℃
・
患
－
『
Ｐ

（
“
）
沢
拉
醗
『
中
欧
諸
国
の
土
地
制
度
及
び
土
地
政
策
』
、
改
造
社
、
昭
和
五
年
、
六
四
九
－
六
五
六
ペ
ー
ジ
。

（
妬
）
雷
・
■
・
宍
望
ェ
函
Ｓ
ａ
曽
国
３
。
冨
二
の
貝
因
の
ロ
ロ
の
ｈ
ｐ
ｏ
ｎ
区
営
宍
民
宍
冨
〆
冒
胃
宍
○
ゴ
ロ
○
苗
ロ
日
因
・
国
貰
・
】
（
－
９
具
。
「
。
】
望
冒
の
匂
呂
『
の
国
】
巳
９
石
目
．

②
①
！
①
『
。
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（
皿
）
因
の
『
○
ロ
ー
色
ご
ｅ
再
酔
ご
ｚ
口
。
Ｐ
弓
ゴ
ロ
ニ
の
ぐ
ｏ
－
Ｃ
ロ
ョ
の
。
【
・
…
．
．
ご
・
己
己
・
ｇ
Ｉ
『
Ｐ
目
１
コ
。

（
“
）
西
国
○
つ
］
畠
勺
巨
三
匹
望
景
戸
エ
Ｃ
ｐ
Ｃ
『
Ｃ
再
【
黒
。
□
の
崖
Ｅ
の
『
○
国
で
の
重
の
』
畠
》
ｑ
壱
・
ｓ
」
Ｉ
』
ｇ
ご
巴
四
ｌ
巴
、
．

（
田
）
逼
自
○
冨
罰
屋
の
滉
・
目
目
員
冨
》
『
・
臼
》
、
『
ロ
・
鵠
』
‐
鶴
、
．
お
よ
び
エ
フ
・
ペ
・
コ
シ
ェ
リ
ョ
フ
編
『
人
民
民
主
主
義
国
家
の
機
構
と
政
策
』
、
一
一
一

一
書
房
、
一
九
五
三
年
、
七
七
ペ
ー
ジ
。

（
“
）
国
ｓ
ｏ
ご
富
。
。
冒
自
閂
》
『
・
目
。
『
ロ
．
⑬
ｇ
Ｉ
笘
塑
・
患
②
．
お
よ
び
『
人
民
民
主
主
義
国
家
の
機
構
と
政
策
』
、
七
七
ペ
ー
ジ
。

（
髄
）
国
。
『
の
］
］
二
目
（
］
鼠
国
三
・
倉
弓
一
】
⑥
号
月
一
．
ご
【
口
の
貝
・
…
．
．
ご
》
旨
・
］
ｇ
Ｉ
ｇ
『
．
お
よ
び
世
界
経
済
研
究
所
編
『
人
民
民
主
主
義
の
成
立
と
発
展
』
、

世
界
評
論
社
、
一
九
四
九
年
、
一
九
九
ペ
ー
ジ
。

（
砧
）
東
欧
各
国
に
お
け
る
革
命
の
性
格
の
相
違
、
い
わ
ゆ
る
一
段
革
命
か
二
段
革
命
か
と
い
う
論
争
問
題
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
。
こ
の

東
欧
社
会
主
義
の
歴
史
的
規
定
条
件

一
一
九
三

い
つ
←
Ｉ
』
③
、
。

壷
。
『
○
℃
達
函
で
臣
蜜
匡
室
蛋
嵩
雪
ｏ
ｐ
Ｃ
『
○
函
津
○
国
の
一
一
Ｅ
の
『
Ｃ
ロ
ヤ
の
三
の
｝
罠
》
。
『
で
・
弓
』
ｌ
］
臼
・

●
●
 

自
画
罠
》
宍
の
や
。
『
ロ
・
桿
、
垣
Ｉ
』
》
牌
。

国
、
『
○
冨
題
二
貝
Ｃ
２
ｏ
因
昌
《
冒
・
弓
・
匡
電
の
召
・
Ｓ
ｍ
Ｉ
Ｅ
ｍ
菖
悼
ｓ
Ｉ
暉
呂
・

』
・
廻
・
三
四
畠
、
の
冒
胃
属
ヨ
冒
す
Ｅ
四
国
『
ｏ
鹿
屋
三
号
目
。
『
。
①
宍
。
ェ
Ｃ
窪
冨
Ｃ
貝
Ｃ
『
○
房
冨
囚
胃
四
》
》
寓
目
ｏ
冨
幽
ロ
８
ヶ
Ｅ
亭
『
・
白
》
日
ロ
・
層
、
Ｉ
ざ
Ｐ

『
醇
三
罠
⑪
Ｃ
宮
口
・
酉
『
⑤
’
四
『
⑭
。

ｍ
臼
の
ロ
ー
■
ロ
ロ
閃
啓
胃
嵐
》
円
］
Ｐ
⑦
二
①
『
⑦
』
○
℃
旨
①
』
］
一
…
…
ご
・
壱
・
ｓ
。

】
す
一
二
・
や
ご
己
。
③
山
Ｉ
の
酌

『
津
三
澤
【
⑪
。
『
▽
」
画
『
ｌ
骨
四
ｍ
・

言
・
国
・
冨
胃
尿
２
．
①
涙
９
ｓ
【
富
の
貝
。
①
宮
自
ｅ
宍
の
富
の
。
○
息
Ｅ
雷
国
Ｅ
Ｅ
Ｉ
」
①
鵠
『
『
・
菖
函
。
『
○
℃
目
ロ
日
Ｅ
三
．
『
・
臼
・
日
で
．
］
『
Ｃ
・

鈩
・
酉
・
冨
臣
肩
の
□
冒
亜
員
ロ
○
房
Ｅ
、
ロ
ロ
の
冨
匡
の
『
目
匡
ｅ
画
Ｅ
胃
『
白
８
８
己
の
》
宍
三
国
《
、
臣
呂
冨
》
ご
寧
函
自
○
冨
洩
ロ
自
匡
昌
一
『
・
昌
壹
ｑ
己
．

】
す
啓
二
・
》
ロ
・
』
『
。



二
九
四

問
題
で
は
、
雌
に
各
国
の
経
済
発
展
水
準
の
み
に
よ
っ
て
は
規
定
さ
れ
な
い
主
体
的
条
件
の
相
違
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
師
）
森
田
桐
郎
「
社
会
主
義
と
国
際
分
業
」
、
『
思
想
』
、
一
九
六
九
年
九
月
号
、
二
八
ペ
ー
ジ
。

徳
）
佐
藤
経
明
「
『
社
会
主
義
共
同
体
』
の
政
治
経
済
学
」
、
『
世
界
』
、
一
九
六
九
年
二
月
号
、
四
八
ペ
ー
ジ
。


